
愛
称
は
リ
ボ
ン
館
に

三
階
に
あ
る
学
習
施
設
部
分

の
愛
称
が
「
リ
ボ
ン
館
」
に
決

ま
り
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
応
募

い
た
だ
い
た
作
品
の
中
か
ら
、

豊
四
季
に
お
住
ま
い
の
杉
浦
洋

子
さ
ん
の
「
リ
ボ
ン
プ
ラ
ザ
」

を
基
に
し
た
も
の
で
す
。
英
語

の
「Re-Born

（
再
生
し
た
）」

と
、
装
飾
用
の
「
リ
ボ
ン
」
か

ら
、「
不
用
品
に
新
し
い
命
を

与
え
、
心
の
リ
ボ
ン
を
飾
り
、

次
に
使
う
人
に
渡
す
」
と
い
う

意
味
が
込
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

リ
ボ
ン
館
に
は
、
ご
み
に
関

す
る
図
書
・
資
料
を
集
め
た
ご

み
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
や
リ
サ
イ
ク

ル
家
具
等
展
示
コ
ー
ナ
ー
、
研

修
室
、
リ
サ
イ
ク
ル
工
房
な
ど

が
あ
り
ま
す
。

こ
こ
で
は
、
ご
み
の
減
量
や

リ
サ
イ
ク
ル
を
学
ぶ
た
め
の
見

学
コ
ー
ス
や
講
座
、
リ
サ
イ
ク

ル
体
験
教
室
、
粗
大
ご
み
と
し

て
出
さ
れ
た
家
具
の
展
示
販

売
、
各
種
イ
ベ
ン
ト
な
ど
を
行

い
ま
す
。
講
座
・
イ
ベ
ン
ト
等

は
５
月
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
ま

す
。
詳
し
く
は
、
今
後
発
行
す

る
プ
ラ
ザ
広
報
等
で
お
知
ら
せ

し
て
い
き
ま
す
。

資
源
品
は
一
・
二
階
で

選
別
・
加
工
し
て
出
荷

皆
さ
ん
か
ら
出
さ
れ
た
資
源

品
は
、
収
集
し
た
後
リ
サ
イ
ク

ル
プ
ラ
ザ
へ
搬
入
さ
れ
ま
す
。

施
設
の
処
理
能
力
は
、
一
日

百
七
十
六
ト
ン
。
回
収
し
た
資

源
品
は
一
階
に
下
ろ
さ
れ
、
ベ

ル
ト
コ
ン
ベ
ヤ
ー
で
二
階
の
選

別
室
に
運
ば
れ
ま
す
。
そ
こ
で

品
目
別
の
選
別
や
瓶
の
色
選
別

を
行
う
と
と
も
に
、
手
作
業
で

異
物
を
取
り
除
い
た
後
、
圧

縮
・
こ
ん
包
を
し
て
再
生
工
場

に
出
荷
し
ま
す
。

施
設
は
環
境
に
配
慮

建
物
は
地
球
環
境
に
や
さ
し

く
造
ら
れ
て
い
ま
す
。

◎
搬
入
車
の
出
入
口
は
、
音

・
に
お
い
・
ち
り
な
ど
を
屋
内

か
ら
出
さ
な
い
よ
う
二
重
シ
ャ

ッ
タ
ー
を
取
り
付
け
て
い
ま
す

◎
施
設
の
周
囲
に
防
音
壁
を

設
け
る
と
と
も
に
、
周
辺
の
緑

化
に
も
配
慮
し
て
い
ま
す

◎
雨
水
は
地
下
タ
ン
ク
に
蓄

え
、
施
設
の
洗
浄
水
と
し
て
利

用
し
ま
す

◎
屋
上
や
壁
面
の
緑
化
を
図

り
、
建
築
資
材
や
施
設
備
品
な

ど
は
再
生
品
を
で
き
る
だ
け
利

用
し
て
い
ま
す

分
別
徹
底
に
ご
協
力
を

資
源
品
に
異
物
が
混
ざ
っ
て

い
る
と
、
質
の
良
い
再
生
品
を

作
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
る

上
、
収
集
や
選
別
・
加
工
す
る

と
き
に
け
が
を

す
る
こ
と
も
あ

り
ま
す
。
資
源

品
を
出
す
と
き
は
、
次
の
点
を

守
っ
て
く
だ
さ
い
。

�
ス
プ
レ
ー
缶
は
必
ず
使
い

切
っ
て
穴
を
開
け
る
�
瓶
・
ペ

ッ
ト
ボ
ト
ル
は
ふ
た
を
と
る
�

瓶
・
缶
・
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
は
中

を
軽
く
す
す
ぐ
�
ビ
ニ
ー
ル
コ

ー
テ
ィ
ン
グ
し
た
紙
や
金
・
銀

紙
は
資
源
品
で
は
な
く
可
燃
ご

み
へ何

の
ご
み
か
迷
っ
た
と
き

は
、
ご
み
出
し
カ
レ
ン
ダ
ー
で

確
認
し
、
不
明
な
と
き
は
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

皆
さ
ん
も
再
生
品
を
積
極
的

に
使
う
よ
う
に
し
て
、
循
環
型

社
会
づ
く
り
に
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

1

ク
リ
ー
ン
推
進
課
�
７
１

６
７
│
１
１
３
９

発行／柏市　〒277─8505 千葉県柏市柏5丁目10番1号　�(04)7167─1111 編集／広報広聴課　 発行日／毎月1日・15日

市の人口
329,376人

124,152世帯

（14.4.1現在）

主な内容�＊�＊�

ほのぼのプラザますおを
開設／在宅福祉サービス
を実施�
�
子育て支援事業／柏市民
まちづくり講座�
�
特集・春を走ろう「利根
川～運河自転車紀行」�
�
情報館（講座・講演、こ
どもの広場ほか）�
�
街のできごと（フォトニ
ュース）／芹沢6介の世
界／おとなりさん�

�Ｐ2�
�
�
Ｐ3��
�

Ｐ4�
～5��
�
Ｐ6
～9�
�
�
Ｐ10

�…�

�
�
…��
�
�
…�
�
�
�…�
�
�
…�

柏市のホームページ「かしわシティネット」・アドレス http : //www.city.kashiwa.chiba.jp/

講 座 番 号 �

と き  
 
対 　 象  
 
内 　 容
　�
 
 
費 　 用  
用意する物 
申し込み 

別表のとおり※午前コース＝午前9時半～午後0時
半・午後コース＝午後1時半～4時半�
20歳以上で、ＩＴ講習会修了者か文字入力ができる
かた、各講座25人�
情報収集・整理の仕方（インターネット編）、仲間
づくり（電子メール編）、文書編集との画像整理の
仕方（デジタルカメラ編）、情報発信の仕方（ホー
ムページ編）�
無料�
初期化したＤＯＳ─Ｖフロッピー1枚�
往復はがきに「ＩＴレベルアップ講座希望」と明記し、
第3希望までの講座番号と住所・氏名（ふりがな）・年齢・
性別・職業・電話番号・ＩＴ講習会参加の有無と返信
面のあて先を書いて、〒277－0005柏5丁目8─12　柏市
中央公民館へ、4月30日�までに郵送で（必着）※応
募は1人1通。応募者多数の場合は抽選�

　 � 応 募 方 法 �  
　パソコンを活用して暮らしを豊かに──。ＩＴ講習会を
受けたけど、もう少しステップアップしたいと思っている
かたのためのメニューを用意しました。さあ、インターネ
ットの世界にどっぷりと漬かってみてはいかがですか。�

中央公民館�会場 

午前コース� 午後コース�

中央公民館 �7164─1811問�

日　　程�

Ａ─  1 Ｂ─  15月28日�～31日��
Ａ─  2 Ｂ─  26月 4 日�～ 7 日��
Ａ─  3 Ｂ─  36月11日�～14日��
Ａ─  4 Ｂ─  46月18日�～21日��
Ａ─  5 Ｂ─  56月25日�～28日��
Ａ─  6 Ｂ─  67月 2 日�～ 5 日��
Ａ─  7 Ｂ─  77月 9 日�～12日��
Ａ─  8 Ｂ─  87月16日�～19日��
Ａ─  9 Ｂ─  97月23日�～26日��
Ａ─10 Ｂ─107月30日�～8月2日��

「
使
え
る
物
は
再
生
し
て
、
も
う
一
度
使
お
う
│
│
」。
家
庭
か
ら
出
さ
れ
る
古

紙
・
瓶
・
缶
・
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
な
ど
の
資
源
品
を
リ
サ
イ
ク
ル
す
る
、「
柏
市
リ
サ
イ

ク
ル
プ
ラ
ザ
」
が
４
月
、
十
余
二
に
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。
リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ
は

一
・
二
階
が
資
源
品
の
選
別
・
加
工
な
ど
を
行
う
施
設
、
三
階
が
ご
み
減
量
や
資
源

品
の
リ
サ
イ
ク
ル
に
つ
い
て
学
習
す
る
施
設
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
市
民
の
皆

さ
ん
か
ら
募
集
し
た
学
習
施
設
部
分
の
愛
称
が
決
ま
り
ま
し
た
。

手選別室�

手選別室�

手選別室�

見学者用通路�
計量室�

受入�
監視室�

瓶類受入�
貯留場�

古布受入�
貯留場�

古紙類受入貯留場�

缶・その他金属�
受入貯留場�

ペットボトル�
受入貯留場�

ピット�

ピット�

ピット�

カレット貯留室�

ペットボトル�
再資源化品貯留場�

古紙再資源化品�
貯留場�

金属�
再資源化品�
貯留場�

事務室�

プラットホーム�
プラットホーム�

倉庫�

1F

2F

屋上庭園�

手選別室� 研修室�

ごみライブラリー�

リサイクル家具等�
展示コーナー�

リサイクル工房�

倉庫�
事
務
室�

3F

上部クレーン� 上部クレーン�

生
き
瓶
貯
留
場�

リボン館

5月3日�午後1時半～3時半�
・傘布でマイバッグ作り
・牛乳パック工作�

5月10日�午後1時半～4時半�
ネクタイでポシェット作り�

5月18日�午後2時～3時�
ぼかしによる生ごみたい肥の�
　　　作り方・使い方�

至野田�

至千葉�

国
道
16
号�

十余二交差点�

柏市リサイクルプラザ�

■案内図�

リサイクルプラザ前�
バス停�

N

ダイエー�

パチンコ店�

リサイクルプラザがオープン

処理作業を間近で見学することもできます

シバザクラが満開の屋上庭園

手作業で異物を除去しています



介
護
予
防
セ
ン
タ
ー
「
ほ
の

ぼ
の
プ
ラ
ザ
ま
す
お
」
が
５
月

１
日
（
水
）、
加
賀
に
オ
ー
プ

ン
し
ま
す
。

介
護
予
防
の
拠
点
に

こ
の
施
設
で
は
、
高
齢
者
の

か
た
が
、
よ
り
い
き
い
き
と
充

実
し
た
生
活
を
送
る
と
同
時

に
、
要
介
護
の
予
防
を
す
る
た

め
に
、
子
ど
も
た
ち
と
楽
し
く

遊
ん
だ
り
、
手
軽
に
パ
ソ
コ
ン

操
作
を
学
ん
だ
り
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

ま
た
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
を
行

っ
て
い
る
か
た
へ

の
支
援
と
と
も
に
、

介
護
の
知
識
や
方

法
を
皆
さ
ん
に
知

っ
て
い
た
だ
く
た

め
の
、
さ
ま
ざ
ま

な
介
護
予
防
事
業

も
行
わ
れ
ま
す
。

こ
の
プ
ラ
ザ
は
、

延
べ
床
面
積
が
約

五
百
八
十
八
平
方

メ
ー
ト
ル
の
二
階

建
て
。
一
階
に
は
、

高
齢
者
の
か
た
が

自
由
に
く
つ
ろ
ぎ
、
い
こ
い
の

場
と
な
る
「
く
つ
ろ
ぎ
館
」
や

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
仕
方
な

ど
、
パ
ソ
コ
ン
の
操
作
を
学
べ

る
「
パ
ソ
コ
ン
ル
ー
ム
」
が
あ

り
ま
す
。
ま
た
、「
相
談
室
」

で
は
、
高
齢
者
の
も
の
忘
れ
や

痴
ほ
う
に
関
す
る
悩
み
ご
と

に
、
市
の
保
健
師
が
ア
ド
バ
イ

ス
を
す
る
「
も
の
忘
れ
相
談
」

も
行
わ
れ
ま
す
。

二
階
に
は
、
高
齢
者
の
か
た

が
、
お
も
ち
ゃ
な
ど
を
通
じ
て

子
ど
も
と
ふ
れ
あ
い
、
心
身
の

健
康
増
進
を
図
る
こ
と
が
で
き

る
「
ふ
れ
あ
い
館
」
が
あ
り
ま

す
。ま

た
、「
ま
な
び
館
」
や

「
も
の
し
り
館
」
で
は
、
高
齢

者
や
身
体
の
不
自
由
な
か
た
の

た
め
に
地
域
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
を
行
っ
て
い
る
か
た
へ
の

講
習
会
や
、
さ
ま
ざ
ま
な
介
護

予
防
の
事
業
が
行
わ
れ
ま
す
。

友
だ
ち
を
つ
く
っ
て

楽
し
く
暮
ら
そ
う

「
人
と
付
き
合
う
の
は
面
倒

だ
し
、
一
人
で
好
き
な
こ
と
を

し
て
た
方
が
気
が
楽
さ
」「
今

の
と
こ
ろ
介
護
は
必
要
な
い
け

ど
、
普
段
は
結
構
、
家
の
中
に

閉
じ
こ
も
り
が
ち
か
な
│
│
」

と
い
う
か
た
は
い
ま
せ
ん
か
。

健
康
な
体
を
保
ち
、
い
つ
ま
で

も
元
気
で
楽
し
い
、
充
実
し
た

生
活
を
送
る
た
め
に
は
、
や
っ

ぱ
り
、新
し
い
こ
と
に
出
会
い
、

仲
間
と
楽
し
く
話
し
た
り
笑
っ

た
り
す
る
の
が
一
番
で
す
。

こ
の
プ
ラ
ザ
で
、
い
ろ
い
ろ

な
人
た
ち
と
の
ふ
れ
あ
い
や
、

さ
ま
ざ
ま
な
講
座
な
ど
を
通
し

て
、
新
た
な
楽
し
み
や
生
き
が

い
を
見
つ
け
て
み
て
は
い
か
が

で
す
か
。

所
在
地

加
賀
三
丁
目
一
六

│
八開

館
時
間

午
前
９
時
〜
午

後
４
時
半

閉
館
日

月
曜
日
（
祝
日
の

場
合
は
そ
の
翌
日
も
）
・
祝

日
・
年
末
年
始

プ
ラ
ザ
で
行
わ
れ
る
講
座
や

催
し
な
ど
に
つ
い
て
は
、
随
時

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

1

高
齢
者
支
援
課
�
７
１
６

７
│
１
１
３
５
（
５
月
か
ら
は

「
ほ
の
ぼ
の
プ
ラ
ザ
ま
す
お
」

�
７
１
７
０
│
５
５
７
０
）

広報� 平成１４年（２００２年）４月１５日 第１１６７号 �

柏市みどりの基金 �7160─3120問�健康推進課 �7164─3333問�

4月27日�～30日�午前10時～午後5時（最終日は午
後3時まで）�
松葉第2近隣公園、マルエツ北柏店前広場�
◇花・植木の販売、緑の相談（全期間中）�
◇27日�・28日�の催し�
　　福島県只見町のそば職人による手打ちそば実演
　販売、地元の学校のブラスバンド演奏、園芸用品
　の販売、模擬店、フリーマーケット（28日だけ）な
　ど�
◇苗木のプレゼント�
　　フェイジョア（27日）・シバザクラ（28日）・ヤ
　マボウシ（29日）をプレゼントします（いずれも先
　着300人。各日午後0時半から引き換え券を配布）�

と　き�
�
ところ�
内　容�

とき・ところ
・内容�
�
対 象 �
費 用 �
申し込み�

別表のとおり。いずれも午後1時
～4時※5月25日�は午前9時45分
～正午�
市内在住のかた、先着40人�
600円（傷害保険・資料代）�
4月16日�午前9時から、健康推進
課へ電話で�

グリーンフェアかしわ＆芝桜芝桜まつり�

　健康であるためには、心と体のバラン
スが大切。自分らしい元気をつくるため
の「コツ」や「技」を、自分のこころと
身体に問いかけながら、仲間と一緒に身
に付けてみませんか。�

と　き� と　こ　ろ� 内　　　容�
オリエンテーション�
心の講座�
メディカルチェックに�
ついて�
ストレッチとレクリエ�
ーション�

ウォーキングの基本�

ウォーキングの楽しみ�

地域での健康づくり�
これからの元気づくり�
に向かって�

保健センター�
中央公民館�

健康管理センター
�

�
�保健センター�
柏ふるさと公園�
健康管理センター�
手賀沼周辺�
健康管理センター�

保健センター�

�

5月17日��
　  25日��

　  30日��
�
6月 7 日��
�
　  13日��

　  21日��

7月 5 日��

　  11日��

元気バランス21

市
で
は
、
高
齢
者
な
ど
の
介

護
が
必
要
な
か
た
へ
、
別
表
１

の
サ
ー
ビ
ス
を
行
っ
て
い
ま
す
。

「
要
介
護
」「
要
支
援
」
以
外
の
か

た
で
も
受
け
ら
れ
る
サ
ー
ビ
ス

も
あ
り
ま
す
。
各
サ
ー
ビ
ス
に

よ
っ
て
、
費
用
や
利
用
で
き
る

か
た
は
異
な
り
ま
す
。

申
し
込
み
方
法
な
ど
、
詳
し

く
は
お
近
く
の
在
宅
介
護
支
援

セ
ン
タ
ー
（
別
表
２
参
照
）
か

高
齢
者
支
援
課
へ
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

1

高
齢
者
支
援
課
�
７
１
６

７
│
１
１
３
５

■表2　在宅介護支援センター�
施　設　名� 所　　　在� 電話番号�

柏5丁目10─1　柏市役所高齢者支援課内� 7167─1135

酒井根40─1　老人保健施設さかき光陽内�

篠籠田1386─7　デイサービスセンター八幡苑内�

十余二175─42　特別養護老人ホームひかり隣保館内�

布施1─3　柏市介護老人保健施設はみんぐ内�

松ケ崎899─1　特別養護老人ホーム四季の里内�

若柴110

新柏1丁目13─9

みどり台1丁目3─1　特別養護老人ホーム望陽荘内�

千代田3丁目14─14

藤心293─1　柏市南部老人福祉センター内�

柏市基幹型在宅介護支援センター�

さかき光陽在宅介護支援センター�

八幡苑在宅介護支援センター�

ひかり隣保館在宅介護支援センター�

はみんぐ在宅介護支援センター�

ほほえみ協同在宅介護支援センター�

アイリス新柏在宅介護支援センター�

在宅介護支援センター望陽荘�

在宅介護支援センター四季の里�

生活クラブ生協在宅介護支援セン�
ターあいの手柏�

南部在宅介護支援センター�

7137─0555

7165─1603

7131─4109

7135─2288

7134─5225

7131─9944

7146─5888

7175─2281

7175─5115

7168─7070

■表1　在宅福祉サービス�

65歳以上の、3カ月以上寝たきりのかた・痴呆（ほう）のかたで、
常時紙おむつを使用しているかたに、毎月紙おむつを給付します�

65歳以上の一人暮らしなどで調理が困難なかた・80歳以上の一
人暮らしのかた・高齢者だけで構成される世帯に毎日夕食を配
達します�

一人暮らしや病気などで、寝具の乾燥ができないかたの乾燥消
毒を月一回行います。また、寝たきり等により失禁のあるかた
に寝具の丸洗いを年二回行います�

65歳以上の一人暮らしのかたに、緊急通報装置を貸し出します�

65歳以上の一人暮らしのかたで、おおむね身の回りのことがで
きるかたが、体調調整などのため、年間10日を限度として、一
時的に養護老人ホームに短期宿泊することができます�

65歳以上の自立認定者などで、家事に支障があるかたに家事援
助を行います�

おおむね65歳以上のかたで、閉じこもりがちなかたに社会参加
の場を提供します�

おおむね30歳以上で、痴呆などで徘徊（はいかい）行動のある
かたを対象に、探索機器を貸し出します�

緊急通報シス
テム�

はいかい者探
索システム�

いきがい活動
支援通所�

介護用品（紙
おむつ）給付�

寝具乾燥消毒
・丸洗い�

自立生活支援
員派遣�

配食サービス�

生活支援短期
宿泊�

市民税非課税の65歳以上で一人暮らしのかたに、火災警報機・
自動消火器・電磁調理器を給付します。また、電話のないかた
に福祉電話を貸し出します�

高齢者を介護するために活動している非営利団体等を対象に、
住宅改造費等の一部を補助します�

要介護度 4か 5で介護保険サービスを利用していないかたと同
居し、在宅で介護にあたっている家族に慰労金を支給します�

65歳以上で寝たきりのかたには訪問で、要介護度3・4・5のかた�
には理髪店等への来店で利用できる理髪サービス券を交付します�

75歳以上の一人暮らしのかたなどに、除草作業や窓拭き等の
援助をします�

65歳以上で寝たきりのかたが医療機関に通院などをするときに、
ストレッチャー付きワゴン車で送迎します�

介護を要するかたが既存住宅の改造を行うとき、50万円を限度
に助成します。また、65歳以上の自立認定者のかたが転倒予防
のための手すりの設置や段差解消などの住宅改造を行うとき、
5万円を限度に改造費を助成します。所得制限あり�

日常生活用具
給付・貸与�

送迎サービス�

軽度生活援助
事業�

理髪サービス�

家族介護慰労金�

住宅改造費の
助成�

高齢者介護団
体への補助�

事業名  内　　　　　容�

監
査
委
員
　
渡
邉
　
義
一

監
査
委
員
　
田
口
　
榮
一

監
査
委
員
　
山
澤
　
啓
伸

監
査
委
員
　
上
橋
　
　
泉

平
成
13
年
11
月
13
日
か
ら
平

成
14
年
２
月
28
日
ま
で
定
期
監

査
（
財
務
監
査
）
を
実
施
し
ま

し
た
の
で
、
そ
の
概
要
を
お
知

ら
せ
し
ま
す
。

【
監
査
の
概
要
】

平
成
13
年
度
分
で
財
政
部
、

市
民
生
活
部
、
保
健
福
祉
部
、

水
道
部
、
選
挙
管
理
委
員
会
事

務
局
、
教
育
委
員
会
事
務
局
総

務
課
、
消
防
本
部
は
平
成
13
年

10
月
末
日
ま
で
に
、
秘
書
課
、

総
務
部
、
企
画
部
、
都
市
緑
政

部
、
会
計
課
、
監
査
事
務
局
、

農
業
委
員
会
事
務
局
、
生
涯
学

習
部
が
平
成
13
年
11
月
末
日
ま

で
に
、
そ
れ
ぞ
れ
執
行
し
た
財

務
に
関
す
る
事
務
や
経
営
に
か

か
る
事
業
を
対
象
に
監
査
を
行

い
ま
し
た
。

な
お
、
総
務
部
に
か
か
る
監

査
は
、
地
方
自
治
法
第
一
九
九

条
の
二
の
規
定
に
よ
り
渡
邉
監

査
委
員
を
除
き
実
施
し
ま
し

た
。結

果
は
お
お
む
ね
適
正
と
認

め
ら
れ
ま
し
た
が
、
特
に
次
の

事
項
に
つ
い
て
留
意
す
る
よ
う

に
指
摘
し
ま
し
た
。

▽
都
市
緑
政
部
公
園
緑
政
課
　
　

公
園
使
用
料
の
委
託
徴
収
に

か
か
る
契
約
を
締
結
し
た
と
き

に
は
、
地
方
自
治
法
施
行
令
第

一
五
八
条
第
二
項
お
よ
び
柏
市

財
務
規
則
第
五
二
条
の
規
定
に

よ
り
、
そ
の
旨
を
告
示
し
、
市

広
報
等
を
も
っ
て
公
表
さ
れ
た

い
。

監
査
の
結
果
に
つ
い
て

5月1日

元
気
に
楽
し
く
暮
ら
そ
う
！

「
ほ
の
ぼ
の
プ
ラ
ザ
ま
す
お
」
を
開
設

介
護
の
必
要
な
か
た
は
相
談
を

在
宅
福
祉
サ
ー
ビ
ス
を
実
施

5月のオープンを待つ「ほのぼのプラザますお」



子
育
て
は
、
楽
し
み
も
あ
る

け
れ
ど
何
か
と
悩
み
が
多
い
も

の
。
市
で
は
、
子
育
て
中
の
か

た
の
た
め
に
、
さ
ま
ざ
ま
な
事

業
を
行
っ
て
い
ま
す
。

酒
井
根
保
育
園
・
富
勢
保

育
園
・
ひ
か
り
隣
保
館
保
育
園

で
は「
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
」

と
し
て
、
次
の
よ
う
な
事
業
を

行
っ
て
い
ま
す
。
仲
間
づ
く
り

や
情
報
交
換
の
た
め
に
参
加
し

て
み
ま
せ
ん
か
。

①
子
育
て
サ
ロ
ン

〇
〜
三
歳
ぐ
ら
い
の
お
子
さ

ん
と
お
父
さ
ん
・
お
母
さ
ん

が
、
遊
び
な
が
ら
情
報
交
換
や

友
達
づ
く
り
を
し
ま
す
。

と
き
・
対
象

５
月
14
日
〜

来
年
３
月
14
日
の
毎
週
火
曜

日
＝
〇
歳
児
、
毎
週
水
曜
日
＝

一
歳
児
、
毎
週
木
曜
日
＝
二
歳

児
、
毎
週
金
曜
日
＝
三
歳
児
。

時
間
は
い
ず
れ
も
午
前
９
時
半

〜
11
時
半
※
夏
・
冬
休
み
期
間

を
除
く

と
こ
ろ

酒
井
根
保
育
園
こ

あ
ら
ル
ー
ム
・
富
勢
保
育
園
ら

っ
こ
ル
ー
ム
・
ひ
か
り
隣
保
館

保
育
園

費
用

無
料

申
し
込
み

往
復
は
が
き
に

「
子
育
て
サ
ロ
ン
希
望
」
と
明

記
し
、
保
護
者
の
住
所
・
氏
名

・
電
話
番
号
、
お
子
さ
ん
の
氏

名
・
生
年
月
日
と
該
当
す
る
曜

日
を
書
い
て
、
〒
２
７
７
―
０

０
５
３
酒
井
根
四
丁
目
一
〇
―

三
三
　
酒
井
根
保
育
園
こ
あ
ら

ル
ー
ム
か
〒
２
７
７
―
０
８
２

５
布
施
八
三
三
―
二
　
富
勢
保

育
園
ら
っ
こ
ル
ー
ム
へ
、
希
望

利
用
開
始
日
の
二
週
間
前
ま
で

に
郵
送
で
（
必
着
）。
応
募
者

が
多
数
の
場
合
は
、
調
整
し
ま

す
。
※
ひ
か
り
隣
保
館
保
育
園

は
実
施
日
に
同
保
育
園
へ
直
接

②
育
児
相
談

子
育
て
に
つ
い
て
の
相
談
を

電
話
で
受
け
付
け
ま
す
（
午
後

１
時
〜
４
時
。
来
園
相
談
も

可
）。
※
他
の
各
保
育
園
で
も
、

来
園
相
談
を
行
い
ま
す
（
別
表

１
参
照
）

③
育
児
講
座

子
育
て
の
情
報
提
供
や
さ
ま

ざ
ま
な
育
児
講
座
・
催
し
な
ど

を
行
っ
て
い
ま
す
。
※
他
の
各

保
育
園
で
も
、
同
様
の
育
児
講

座
・
催
し
な
ど
を
行
っ
て
い
ま

す
。
詳
し
く
は
、
市
内
各
保
育

園
、
各
近
隣
セ
ン
タ
ー
、
各
児

童
セ
ン
タ
ー
、
幼
児
ル
ー
ム
、

健
康
管
理
セ
ン
タ

ー
で
配
布
し
て
い

る
情
報
紙
「
子
育

て
サ
ポ
ー
ト
か
し

わ
」
を
ご
覧
に
な

る
か
、
各
保
育
園

へ
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

④
子
育
て
サ
ー

ク
ル
支
援

子
育
て
サ
ー
ク
ル
の
活
動
場

所
と
し
て
酒
井
根
保
育
園
の
こ

あ
ら
ル
ー
ム
を
開
放
し
ま
す
。

と
き

５
月
14
日
〜
来
年
３

月
14
日
の
毎
週
火
〜
金
曜
日
午

後
１
時
〜
３
時
の
う
ち
、
一
サ

ー
ク
ル
に
つ
き
月
一
回
※
夏
・

冬
休
み
期
間
を
除
く

対
象

市
内
の
子
育
て
サ
ー

ク
ル
、
先
着
十
六
団
体

費
用

無
料

申
し
込
み

４
月
24
日（
水
）

ま
で
に
、
酒
井
根
保
育
園
へ
電

話
か
直
接

1

保
育
課
�
７
１
６
７
―
１

１
３
７
・
酒
井
根
保
育
園
�
７

１
７
２
―
２
０
０
１
・
富
勢
保

育
園
�
７
１
３
１
―
０
１
７
９

・
ひ
か
り
隣
保
館
保
育
園
�
７

１
３
４
―
０
１
１
５

広報�③ 第１１６７号 平成１４年（２００２年）４月１５日

情報公開制度のしくみと運用（行政課） 
自主防災組織の組織化と運営方法（防災安全課）�
自然災害への防災対策（防災安全課）�
柏市の防犯（安全安心まちづくり）事業（防災安全課） 
第四次総合計画が目指すもの（企画調整課）�
バリアフリーのまちづくり（企画調整課） 
手賀沼を生かしたまちづくり（企画調整課） 
ホームタウンの推進（ホームタウン推進室） 
地域の広報紙作り（広報広聴課） 
市内施設見学会（広報広聴課）…15～26人�
柏市の国際交流（国際交流室） 
柏市の財政（財政課）�
市民税のはなし（市民税課）…1～5月を除く�
柏市市民活動災害補償保険（市民活動推進課）�
発見！男と女の新しい生き方（男女共同参画室） 
柏市の健康福祉行政（保健福祉総務課）�
健康づくり講座�（寝たきり予防）（健康推進課）
　…2カ月前までに申し込み�
健康づくり講座�（地域づくり）（健康推進課）
　…2カ月前までに申し込み�
健康づくり講座�（口くう衛生など）（健康推進課）
　…2カ月前までに申し込み 
介護保険制度（介護保険課）…15人以上。同課へ
　直接申し込み�
知的障害児通園施設「十余二学園」の見学 

（十余二学園）�

肢体不自由児通園施設「柏育成園」の見学 

（柏育成園）�
知的障害者通所授産施設「青和園」の見学 

（青和園）…20人程度�
知的障害者通所授産施設「青和園」の作業体験 

（青和園）…10人程度�
知的障害者通所授産施設「朋生園」の見学 

　　　　　　（朋生園）…同園へ直接申し込み 
柏市身体障害者福祉センターの見学 

（身体障害者福祉センター）�
肩こり・腰痛予防等健康体操のすすめ 

（身体障害者福祉センター） 
老若男女みんなで子育て 

（永楽台・豊四季台児童センター）�
ようこそ学校五日制�（学校外での遊び・学び）

（永楽台・豊四季台児童センター）�
ようこそ学校五日制�（あなたも児童館長） 

（永楽台・豊四季台児童センター） 
子育て支援の紹介（保育課）…1～5月を除く�
ごみの減量とリサイクル（クリーン推進課） 
ごみ体験ツアー（クリーン推進課）…20人まで 
ごみの出し方・分け方と環境美化 

（清掃収集事務所）�
手賀沼船上見学会（環境保全課）…20～40人
環境家計簿の説明会（環境保全課）�
柏市の商工業の現状と振興施策（商工課）�

あけぼの山農業公園の概要（農政課） 
景観まちづくり（都市計画課）…50人以内 
交通実験によるまちづくり（都市計画課）�
つくばエクスプレスと北部地域のまちづくり 

（北部整備課）�
家を建てるときの法律知識（建築指導課）�
柏駅周辺のまちづくり（再開発課） 
市街地再開発事業って何？（再開発課） 
良好な水環境に配慮した治水（治水課） 
下水道について（下水道総務課） 
かしわの水道（水道部庶務課） 
選挙のはなし（選挙管理委員会事務局） �
農地の権利移動等について（農業委員会）�
農業委員の活動について（農業委員会）�
ＩＴ社会の現状と課題（教職員課） �
柏市小中学校における学校支援ボランティア 

（教職員課）�
ＩＴ社会の光と陰（教育研究所）…プロジェク
　ターなどが使える場所で実施�
柏市の地域教育ネットワーク（教育研究所）�
　…プロジェクターなどが使える場所で実施�
幼児期にふさわしい道徳性の芽生えを目指して 

（教育研究所）�
生涯学習とボランティア活動（社会教育課）�
柏市民まちづくり講座って何？（社会教育課）�
砂川美術工芸館・芹沢6介の世界（文化課）�

楽しいスポーツのすすめ�〈ニュースポーツ講

　習会〉　　　　　　   （体育課）…50人まで 
楽しいスポーツのすすめ�〈腰痛予防・スポー

　ツ障害予防等の実技・講義〉 

（体育課）…50人まで 
青少年健全育成について（青少年課）…20～30人�
少年補導状況と青少年の実態（青少年課）�
講座・イベントの組み立て方（入門編） 

（中央公民館）�
スライドで巡る欧米の図書館（図書館）�
　…スライド上映ができる設備が必要�
子どもたちにもっとおはなしを！（図書館） 
本棚に本が並ぶまで（図書館） 
柏市の図書館、これまでとこれから（図書館） 
レファレンスってなんだろう（図書館） 
手づくり絵本の楽しみ（図書館） 
防火指導（消防本部予防課）…町会・自治会等
　の団体単位で申し込み�
消防署の見学（消防本部予防課）…町会・自治
　会等の団体単位で申し込み�
普通救命講習（消防本部救急救助課）…10～30人�
応急手当て講習（消防本部救急救助課）…10～30人�
ボランティア活動の推進（柏市社会福祉協議会）
　…2カ月前までに申し込み。5人以上。ビデオ
　設備が必要�

■表2　柏市民まちづくり講座の学習メニュー 

 

市
で
は
、
市
の
さ
ま
ざ
ま
な

職
種
の
担
当
職
員
が
講
師
と
し

て
皆
さ
ん
の
も
と
に
伺
う
「
柏

市
民
ま
ち
づ
く
り
講
座
」
を
行

っ
て
い
ま
す
。

内
容
は
、
市
の
仕
事
や
暮
ら

し
に
役
立
つ
知
識
の
紹
介
、
見

学
や
体
験
の
コ
ー
ス
な
ど
、
全

部
で
七
十
四
種
類
（
別
表
２
参

照
）。
十
人
以
上
の
か
た
が
集

ま
れ
ば
、
近
隣
セ
ン
タ
ー
や
集

会
場
な
ど
、
市
内
の
ど
こ
へ
で

も
伺
い
ま
す
。

町
会
で
応
急
手
当
て
や
救
命

講
習
を
受
け
た
り
、
防
災
対
策

を
学
ん
だ
り
、
ま
た
、
サ
ー
ク

ル
の
仲
間
と
手
賀
沼
を
船
で
見

学
し
た
り
、
健
康
づ
く
り
に
つ

い
て
学
ん
だ
り
と
、
活
用
の
仕

方
も
い
ろ
い
ろ
で
す
。

興
味
の
あ
る
テ
ー
マ
が
見
つ

か
っ
た
ら
、
早
速
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

【
申
し
込
み
方
法
】

対
象

市
内
在
住
・
在
勤
・

在
学
の
か
た
で
構
成
さ
れ
る
原

則
十
人
以
上
の
グ
ル
ー
プ

派
遣
時
間

午
前
９
時
〜
午

後
９
時
の
間
で
二
時
間
以
内

（
年
末
年
始
を
除
く
）

派
遣
場
所

柏
市
内

学
習
メ
ニ
ュ
ー

別
表
２
の

と
お
り

費
用

無
料
（
材
料
費
等
の

実
費
を
負
担
し
て
い
た
だ
く
場

合
が
あ
り
ま
す
）

申
し
込
み

開
催
し
よ
う
と

す
る
日
の
三
カ
月
〜
三
週
間
前

に
、
社
会
教
育
課
（
中
央
公
民

館
内
）
へ
事
前
に
電
話
で
問
い

合
わ
せ
を
し
た
上
で
、
申
込
書

を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
（
郵
送

・
フ
ァ
ク
ス
７
１
６
３
│
９
３

６
４
も
可
）。
申
込
書
は
中
央

公
民
館
・
各
図
書
館
・
各
近
隣

セ
ン
タ
ー
で
配
布
し
て
い
ま
す

そ
の
他

①
政
治
、
宗
教
ま

た
は
営
利
を
目
的
と
し
た
催
し

等
を
行
う
と
き
、
講
座
の
目
的

に
反
し
て
い
る
と
き
は
受
講
を

お
断
り
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す

②
開
催
日
時
や
受
講
人
数
に
制

限
が
あ
る
講
座
が
あ
り
ま
す
③

会
場
の
確
保
や
参
加
者
へ
の
連

絡
は
主
催
す
る
か
た
が
行
っ
て

く
だ
さ
い
④
行
政
全
般
に
対
す

る
苦
情
や
要
望
は
ご
遠
慮
く
だ

さ
い

1

社
会
教
育
課
�
７
１
６
４

│
１
８
１
１

〜
市
民
の
相
談
か
ら
・
そ
の
　
〜�

11

こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
市
民
の
皆
さ

ん
か
ら
の
相
談
や
要
望
で
、
多
く
寄

せ
ら
れ
る
も
の
を
紹
介
し
ま
す
。

Ｑ.

相
続
の
手
続
き
は
、
ど
う
す
る

の
？母

が
亡
く
な
り
、
相
続
の
手
続
き

を
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
以
前

父
が
亡
く
な
っ
た
と
き
は
母
が
す
べ

て
を
相
続
し
、
私
た
ち
兄
弟
は
関
係

書
類
に
記
名
押
印
し
た
だ
け
で
し
た

の
で
、そ
の
方
法
が
わ
か
り
ま
せ
ん
。

手
順
に
つ
い
て
教
え
て
く
だ
さ
い
。

Ａ.

相
続
の
手
続
き
は
遺
言
の
有
無
で

異
な
り
ま
す
。〈
広
報
広
聴
課
�
７

１
６
７
│
１
１
１
９
〉

①
遺
言
が
あ
る
場
合

遺
言
書
が
あ
れ
ば
、
家
庭
裁
判
所

に
提
出
し
て
検
認
を
受
け
ま
す
。

（
公
正
証
書
遺
言
は
必
要
な
し
）

遺
言
書
が
法
律
的
に
有
効
と
認
め

ら
れ
れ
ば
、
原
則
と
し
て
遺
言
の
と

お
り
遺
産
を
配
分
し
ま
す
。

遺
産
の
配
分
は
、
相
続
人
全
員
で

行
う
こ
と
が
原
則
で
す
が
、
配
分
手

続
き
を
行
う
人
を
選
任
す
る
こ
と
も

で
き
ま
す
。

な
お
、
遺
言
の
内
容
が
、
民
法
で

相
続
人
に
最
低
限
認
め
て
い
る
配
分

割
合
（
遺
留
分
）
よ
り
少
な
い
場
合

は
、
請
求
に
よ
り
取
り
戻
す
こ
と
が

で
き
ま
す
。

兄
弟
姉
妹
に
は
遺
留
分
は
認
め
ら

れ
て
い
ま
せ
ん
。

②
遺
言
が
な
い
場
合
ま
た
は
遺
言

が
法
律
的
に
無
効
な
場
合

ま
ず
、
相
続
人
を
確
定
し
ま
す
。

そ
の
後
、
相
続
人
全
員
で
遺
産
を
ど

う
配
分
す
る
か
を
話
し
合
い
ま
す
。

協
議
が
整
え
ば
遺
産
を
配
分
し
ま

す
が
、
こ
の
と
き
協
議
の
内
容
を
記

し
た
遺
産
分
割
協
議
書
を
作
成
し
て

お
く
と
、
将
来
の
紛
争
の
防
止
や
土

地
・
建
物
の
名
義
変
更
登
記
な
ど
に

役
立
ち
ま
す
。

協
議
が
整
わ
な
い
場
合
は
、
家
庭

裁
判
所
に
調
停
・
審
判
の
申
し
出
を

行
い
、
解
決
を
図
り
ま
す
。

市
で
は
、
弁
護
士
の
法
律
相
談
、

税
理
士
の
税
務
相
談
、
司
法
書
士
の

登
記
相
談
を
行
っ
て
い
ま
す
。

仲
間
と
学
ん
で
み
ま
せ
ん
か

気
軽
に

柏
市
民
ま
ち
づ
く
り
講
座

桜　　台�
若　　葉�
あけぼの�
富　　勢�
東中新宿�
豊 四 季 �
増　　尾�
豊　　住�
土 南 部 �
豊四季乳児�
西　　原�
豊　　町�
富 士 見 �
酒 井 根 �
名戸ケ谷�
田　　中�
旭　　町�
東　　町�
高 野 台 �
し こ だ �
松　　葉�

保育園�
〃�
〃�
〃�
〃�
〃�
〃�
〃�
〃�
〃�
〃�
〃�
〃�
〃�
〃�
〃�
〃�
〃�
〃�
〃�
〃�

7167─5924�
7167─7655�
7143─7654�
7131─0179�
7173─9087�
7145─3414�
7172─1347�
7174─7197�
7173─7811�
7144─7506�
7154─7964�
7174─8484�
7145─1721�
7172─2001�
7164─8783�
7133─3731�
7143─8240�
7164─5967�
7133─6460�
7143─8882�
7132─3200

園　　名� 電話番号�
�

■表1　育児相談�

お父さん・お母さんのお手伝い
子育て支援事業に参加を
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花
盛
り
の
あ
け
ぼ
の
山
農

業
公
園
。
さ
く
ら
山
の
下
に

あ
る
レ
ン
タ
サ
イ
ク
ル
事
務

所
で
自
転
車
を
調
達
し
ま
し

た
。
レ
ン
タ
ル
は
無
料
。
た

く
さ
ん
あ
る
種
類
の
中
か
ら
、

好
き
な
自
転
車
を
選
ん
だ
ら
、

い
よ
い
よ
サ
イ
ク
リ
ン
グ
の

ス
タ
ー
ト
で
す
。
早
速
公
園

を
出
て
、
利
根
川
の
土
手
を

目
指
し
て
進
み
ま
す
。
で
も

あ
せ
り
は
禁
物
。
土
手
に
上

が
る
ま
で
は
、
交
通
量
が
多

い
と
こ
ろ
も
あ
る
の
で
十
分

注
意
し
ま
し
ょ
う
。

二
つ
の
土
手
に
挟
ま
れ
た

調
節
池
（
と
い
っ
て
も
広
い

農
地
）
を
渡
り
、
新
大
利
根

橋
有
料
道
路
の
下
を
く
ぐ
っ

て
、
川
面
の
見
え
る
土
手
に

上
が
り
ま
し
た
。
昔
は
こ
こ

に
渡
船
場
が
あ
り
、
対
岸
の

茨
城
県
と
の
間
に
渡
し
船
が

通
っ
て
い
た
と
か
。
ま
た
利

根
川
を
行
き
来
す
る
船
の
河

岸
場
と
し
て
も
に
ぎ
わ
っ
て

い
ま
し
た
。
現
在
、
有
料
道

路
の
橋
の
た
も
と
に
あ
る
水

神
様
の
石
碑
は
、
江
戸
時
代

に
渡
し
船
の
安
全
を
願
っ
て

建
て
ら
れ
た
も
の
で
す
。

土
手
の
上
は
左
右
に
視
界

が
開
け
て
い
て
、
実
に
気
持

ち
が
い
い
も
の
。
右
に
河
川

敷
と
川
、
左
に
調
節
池
の
農

地
が
延
々
と
続
く
中
を
ひ
た

す
ら
走
れ
ば
、
こ
の
�
何
も

な
さ
�
に
あ
な
た
も
き
っ
と

癒
や
さ
れ
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

こ
の
あ
た
り
は
昨
年
９
月
、

台
風
15
号
に
よ
る
大
雨
の
影

響
で
、
増
水
し
た
利
根
川
の

水
が
堤
防
を
越
え
て
調
節
池

に
流
れ
込
み
ま
し
た
。
田
中

調
節
池
は
、
本
来
こ
う
い
う

と
き
の
た
め
の
も
の
。
と
は

い
え
普
段
は
水
田
な
ど
農
地

と
し
て
利
用
し
て
い
る
の
で
、

こ
の
と
き
は
大
き
な
被
害
と

な
り
ま
し
た
。

常
磐
自
動
車

道
の
橋
が
見
え

て
き
ま
し
た
。

そ
の
手
前
で

「
つ
く
ば
エ
ク
ス

プ
レ
ス
」
の
高

架
橋
の
工
事
が

始
ま
っ
て
い
ま

し
た
。
こ
こ
か

ら
二
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
先

の
小
青
田
に
新
駅
が
で

き
ま
す
。
先
日
の
駅
名

に
つ
い
て
の
市
民
ア
ン

ケ
ー
ト
で
は
「
新
利
根
」

「
柏
利
根
」
な
ど
利
根
川

に
ち
な
ん
だ
意
見
も
あ

か
っ
た
と
か
。

左
手
に
見
え
て
き
た

煙
突
の
あ
る
白
い
大
き

な
建
物
が
清
掃
工
場
。

こ
の
ま
ま
進
む
と
自
然

と
利
根
運
河
の
河
口
へ

と
向
か
い
、
利
根
川
と
は
お

別
れ
で
す
。
水
色
の
大
き
な

運
河
水
門
の
と
こ
ろ
で
利
根

サ
イ
ク
リ
ン
グ
コ
ー
ス
は
終

わ
り
。
こ
こ
で
折
り
返
し
て

あ
け
ぼ
の
山
に
戻
る
か
た
は

水
門
の
先
に
あ
る
公
園
で
休

ん
で
い
き
ま
し
ょ
う
。
ま
だ

ま
だ
行
け
る
�
体
力
派
�
は

運
河
に
沿
っ
て
さ
ら
に
進
ん

で
み
ま
し
ょ
う
（
第
二
部
へ

続
く
）。

　
今
や
春
ら
ん
ま
ん
。
咲
き
誇
る
花
々
や
輝
く
新
緑
に
誘
わ

　
今
や
春
ら
ん
ま
ん
。
咲
き
誇
る
花
々
や
輝
く
新
緑
に
誘
わ

れ
、
外
に
出
た
く
な
る
季
節
で
す
。
花
見
や
散
歩
も
い
い
で

れ
、
外
に
出
た
く
な
る
季
節
で
す
。
花
見
や
散
歩
も
い
い
で

す
が
、
お
勧
め
な
の
は
サ
イ
ク
リ
ン
グ
。
ち
ょ
っ
と
汗
を
か

す
が
、
お
勧
め
な
の
は
サ
イ
ク
リ
ン
グ
。
ち
ょ
っ
と
汗
を
か

き
な
が
ら
走
れ
ば
、
健
康
づ
く
り
に
も
な
っ
て
一
挙
両
得
。

き
な
が
ら
走
れ
ば
、
健
康
づ
く
り
に
も
な
っ
て
一
挙
両
得
。

今
回
は
市
の
北
東
を
流
れ
る
利
根
川
か
ら
、
利
根
運
河
に
入

今
回
は
市
の
北
東
を
流
れ
る
利
根
川
か
ら
、
利
根
運
河
に
入

り
、
江
戸
川
に
至
る
ま
で
の
川
沿
い
約
十
五
キ
ロ
の
コ
ー
ス

り
、
江
戸
川
に
至
る
ま
で
の
川
沿
い
約
十
五
キ
ロ
の
コ
ー
ス

を
選
ん
で
み
ま
し
た
。
あ
け
ぼ
の
山
公
園
で
レ
ン
タ
サ
イ
ク

を
選
ん
で
み
ま
し
た
。
あ
け
ぼ
の
山
公
園
で
レ
ン
タ
サ
イ
ク

ル
を
借
り
て
、
い
ざ
出
発
！

ル
を
借
り
て
、
い
ざ
出
発
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今
や
春
ら
ん
ま
ん
。
咲
き
誇
る
花
々
や
輝
く
新
緑
に
誘
わ

れ
、
外
に
出
た
く
な
る
季
節
で
す
。
花
見
や
散
歩
も
い
い
で

す
が
、
お
勧
め
な
の
は
サ
イ
ク
リ
ン
グ
。
ち
ょ
っ
と
汗
を
か

き
な
が
ら
走
れ
ば
、
健
康
づ
く
り
に
も
な
っ
て
一
挙
両
得
。

今
回
は
市
の
北
東
を
流
れ
る
利
根
川
か
ら
、
利
根
運
河
に
入

り
、
江
戸
川
に
至
る
ま
で
の
川
沿
い
約
十
五
キ
ロ
の
コ
ー
ス

を
選
ん
で
み
ま
し
た
。
あ
け
ぼ
の
山
公
園
で
レ
ン
タ
サ
イ
ク

ル
を
借
り
て
、
い
ざ
出
発
！�

利根川は広くて�
気持ちいい！�

第1部�
あけぼの山～運河水門�

サイクリング・データ�
�距離　片道6.5��
�所要時間　約40分（時速10�で）�
�

～ちょこっとアドバイス～ 
　土手を吹き抜ける風は、時に突風に
なります。その場合は無理して進まず
に引き返しましょう�

運河水辺公園そばの
国土交通省江戸川工事
事務所運河出張所内に、
利根運河の歴史や自然
を紹介する「利根運河
交流館」が4月にオープ
ンしました。
この交流館には利根運河についてのパネル

や資料が展示してあり、運河の歴史や流域に
残る自然について知ることができます。

問

国内最大の流域面積と信濃川に次いで2番目の

長さを誇る利根川は、その豊富な水量からたび

たび洪水を起こし、流域の人々に被害を与えて

きました。このため明治の時代から水路幅の拡

大や堤防の強化などの改修工事が進められまし

た。その1つが調節池です。

現在田中・稲戸井（茨城県取手市・守谷

市）・菅生（野田市、茨城県水海道市・守谷市）

の3つの調節池が、利根川と鬼怒川の合流付近で

洪水を防ぐ役割を果たしています。上利根・新

利根・弁天下と我孫子市にまたがる田中調節池

は、この中でも面積11.75�の最大のものです。

調節池は川と平地の間の2つの堤防にはさまれ

た土地で、池といっても水はなく、普段は農地

として利用されています。洪水時には川に近い

堤防の一部低くなっている所（越流堤といいま

す）を越えて水が池に入ってきます。そして川

の水位が落ち着いてくると、調節池の水は排水

門から川に戻される仕組みです。ちなみに越流

堤と排水門は池の端の我孫子市側にあります。

昨年秋の台風のときにはここからあふれた水が

池の反対側の端、船

戸の清掃工場の辺り

まで到達しました。

台風直後の調節池（写
真右）。普段は平穏な
農地が一瞬にして水面
下に

ＮＥ
WＳ

利根運河交流館がオープン

いかがでしたか？「春を走ろう」。この日は天
気も良く、快適に走ることができました。日焼
けと筋肉痛は翌日残りましたが…。体力と自転
車の返却時間を考えて、適当な所で折り返すよ
うにしましょう。市ではサイクリングコースと
して今回紹介した「利根コース」のほかに「手
賀沼コース」も整備してあります。こちらもレ
ンタサイクルがありますので、ぜひご利用を。

問

問

▲散歩中のワンちゃ
ん。ポカポカ陽気で
気持ち良さそう

もうすぐゴールだよ�
（白い塔が清掃工場）

利根運河沿いの理窓公園

月～金曜日午前9時～午後4時
無料
東武野田線運河駅下車、徒歩5分

開館時間

入 場 料

交　　通

国土交通省江戸川工事事務所運河出張所　
�7152─0102

毎週月曜日（祝日を除く）と8
月1日�～31日�、11月21日�
から
午前9時～午後5時※受け付けは
午後4時まで
無料
利根サイクリング事務所へ直接

定 休 日

貸出時間

費　　用
申し込み

利根サイクリング事務所�7131─2699

毎月第1・3月曜日（祝日を除く）
と年末年始
午前9時～午後5時※受け付けは
午後4時まで
無料
市民体育館へ直接

定 休 日

貸出時間

費　　用
申し込み

市民体育館�7164─9573

利
根
サ
イ
ク
リ
ン
グ

コ
ー
ス

手
賀
沼
サ
イ
ク
リ
ン
グ
・

ジ
ョ
ギ
ン
グ
コ
ー
ス

●レンタサイクルのご案内●

埼玉県�

理窓公園�

公園�

大青田の湿地帯�

水神様の�
石碑�

田中調節池�

市境�

今回走った
コース 

スタート�

ゴール�

運
河
水
門
わ
き
の
公
園
か
ら

ス
タ
ー
ト
。
県
道
関
宿
・
我
孫

子
線
が
運
河
を
渡
る
「
水
堰

（
せ
き
）
橋
」
を
越
え
る
と
、

そ
の
先
は
左
岸
と
右
岸
に
分
か

れ
ま
す
。
ち
な
み
に
川
の
流
れ

る
方
向
に
向
か
っ
て
左
を
左

岸
、
右
を
右
岸
と
呼
ぶ
の
が
き

ま
り
な
の
で
、
利
根
川
か
ら
江

戸
川
に
向
け
て
流
れ
る
利
根
運

河
の
場
合
は
、柏
市
側
を
左
岸
、

野
田
市
側
を
右
岸
と
呼
び
ま

す
。利

根
運
河
は
、
柏
市
船
戸
か

ら
流
山
市
深
井
新
田
ま
で
、
柏

・
野
田
・
流
山
の
市
境
に
沿
う

よ
う
に
結
ぶ
約
七
キ
ロ
メ
ー
ト

ル
の
運
河
で
す
。
両
岸
に
は
ウ

ォ
ー
キ
ン
グ
コ
ー
ス
が
整
備
さ

れ
て
い
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
自
転

車
で
も
Ｏ
Ｋ
。
た
だ
し
左
岸
は

舗
装
さ
れ
て
い
な
い
所
が
多
い

の
で
、
ス
イ
ス
イ
走
り
た
い
か

た
に
は
不
向
き
か
も
。

あ
え
て
こ
こ
は
左
岸
を
選

択
。
す
ぐ
に
見
え
る
市
立
柏
高

校
の
グ
ラ
ン
ド
で
吹
奏
楽
部
が

マ
ー
チ
ン
グ
の
練
習
を
し
て
い

ま
し
た
。
全
国
一
位
の
素
晴
ら

し
い
演
奏
は
こ
こ
で
生
ま
れ
て

い
た
ん
だ
、
と
ち
ょ
っ
と
感
動

（
東
京
ド
ー
ム
の
プ
ロ
野
球
開

幕
戦
で
の
演
奏
の
様
子
は
十
面

参
照
）。

さ
ら
に
進
ん
で
い
く
と
左
側

に
「
大
青
田
の
湿
地
帯
」
が
現

れ
ま
し
た
。
休
耕
田
に
ヨ
シ
が

生
え
た
広
大
な
湿
地
帯
で
す
。

う
っ
そ
う
と
茂
っ
て
い
る
様
は

ま
る
で
ジ
ャ
ン
グ
ル
の
よ
う
。

近
く
に
寄
る
と
、
枯
れ
た
茎
の

下
か
ら
緑
色
の
新
し
い
葉
が
伸

び
て
い
る
の
が
見
え
ま
し
た
。

こ
の
湿
地
帯
の
水
路
脇
に
た

く
さ
ん
の
貝
が
ら
を
見
つ
け
ま

し
た
。
こ
の
辺
り
は
「
大
青
田

貝
層
」
と
呼
ば
れ
て
い
て
、
こ

れ
は
こ
こ
が
か
つ
て
海
だ
っ
た

こ
と
の
あ
か
し
に
な
る
も
の
だ

そ
う
で
す
。

国
道
16
号
の
と
こ
ろ
ま
で
来

た
ら
、
い
っ
た
ん
橋
の
歩
道
を

進
ん
で
川
を
渡
り
、
国
道
の
下

を
く
ぐ
っ
て
、
今
度
は
右
岸
の

方
を
走
っ
て
み
る
こ
と
に
し
ま

し
た
。

こ
ち
ら
は
舗
装
さ
れ
て
い

て
、
と
て
も
走
り
や
す
い
道
。

運
河
を
眺
め
る
と
、
く
ね
く
ね

と
蛇
（
だ
）
行
し
て
い
る
の
が

わ
か
り
ま
す
。
水

草
や
ヨ
シ
が
生
い

茂
り
、
鳥
や
魚
が

せ
い
息
す
る
自
然

空
間
な
の
で
す
。

と
、
突
然
右
側

に
出
現
し
た
池
と

公
園
。「
理
窓
（
り

そ
う
）
公
園
」
と

言
わ
れ
る
こ
の
公
園
は
、
近
く

の
東
京
理
科
大
学
が
創
立
百
周

年
を
記
念
し
て
作
っ
た

も
の
と
の
こ
と
。
土
手

か
ら
は
ち
ょ
う
ど
公
園

の
裏
手
が
見
え
ま
す
。

よ
く
整
備
さ
れ
て
い

て
、
こ
の
日
も
散
策
し

て
い
る
人
を
見
か
け
ま

し
た
。

そ
の
土
手
の
右
側
で

ビ
ニ
ー
ル
袋
片
手
に
何

か
を
採
っ
て
い
る
ご
夫

妻
を
発
見
。
声
を
か
け

る
と
、
ヨ
モ
ギ
を
採
っ

て
こ
れ
か
ら
お
団
子
を

作
る
そ
う
で
す
。
走
り
っ
ぱ
な

し
で
す
い
た
お
な
か
が
思
わ
ず

ぐ
ぅ
〜
…
。

こ
の
先
だ
ん
だ
ん
と
人
が
増

え
て
き
ま
し
た
。
両
岸
に
は
サ

ク
ラ
が
満
開
、
花
見
の
人
出
で

し
た
。
東
武
野
田
線
を
渡
っ
た

先
に
は
「
運
河
水
辺
公
園
」
が

あ
り
、
サ
ク
ラ
を
楽
し
む
人
や

川
岸
で
く
つ
ろ
ぐ
人
で
に
ぎ
わ

っ
て
い
ま
し
た
。

あ
け
ぼ
の
山
を
ス
タ
ー
ト
し

て
あ
れ
こ
れ
見
な
が
ら
走
っ
て

約
三
時
間
半
。
つ
い
に
ゴ
ー
ル

の
江
戸
川
に
到
着
し
ま
し
た
。

対
岸
の
埼
玉
県
を
眺
め
、
し
ば

し
余
韻
に
浸
っ
た
あ
と
、
今
度

は
江
戸
川
サ
イ
ク
リ
ン
グ
コ
ー

ス
に
挑
戦
す
る
こ
と
を
心
に
誓

い
、
サ
ド
ル
で
ち
ょ
っ
と
痛
く

な
っ
た
お
尻
を
さ
す
り
な
が
ら

も
、
再
び
同
じ
道
を
引
き
返
し

た
の
で
し
た
。

利根運河周辺は�
自然の宝庫。�

第2部�
運河水門～江戸川河口�

サイクリング・データ�
�距離　片道約8��
�所要時間　約50分（時速10�で）�
�

～ちょこっとアドバイス～�
　風もそれほど強くなく快適に走れま
す。ただ砂利道もあるので運転には気
を付けましょう�

利根運河は、明治21年、利根運河株式会社によって、オラ

ンダ人ムルデル技師の設計・監督のもと着工され、その2年

後に完成しました。これにより、それまで利根川から関宿を

回って江戸川に出ていた舟路が、距離にして40�、約2日分

の短縮になりました。

当時の水運は盛んで、東京から

地方へは日用品などが、地方から

は炭や米穀などが、高瀬船や汽船

で運ばれました。その後50年間で

運河を通った船は100万隻にものぼ

りました。

昭和16年、利根・江戸両川で大洪水が起き、水堰橋が破壊。

これを契機に運河は閉鎖され、国によって買収されました。

長い間忘れ去られていた運河に、再生計画が持ち上がって

きたのが昭和48年9月。首都圏の都市用水の補給と夏場の渇

水対策のために、手賀沼・大堀川・坂川（松戸市）を結んで

利根川から江戸川に水を流す「北千葉導水路」が完成するま

での間、ポンプを設けて利根川の水を運河に呼び込み、江戸

川に流す「野田暫定導水路事業」です。これにより昭和50年

6月、約35年ぶりに運河に利根川の水が入ってきました。2年

前に北千葉導水路が完成してからは、運河の水質浄化のため

に、日を決めて水を流しています。

▲のんびりと釣り糸
を垂れるもよし

お弁当を持って散�
策するにもピッタ
リのコースです

国
内
最
大
級
の
運
河
建
設

に
尽
力
し
た
ム
ル
デ
ル
氏



不
登
校
を
考
え
る
親
の

集
い

と
き

４
月
26
日
（
金
）
午

前
10
時
〜
正
午

と
こ
ろ

永
楽
台
児
童
セ
ン

タ
ー
（
永
楽
台
近
隣
セ
ン
タ
ー

内
）対

象

不
登
校
の
お
子
さ
ん

の
保
護
者
、
先
着
三
十
人
（
子

ど
も
連
れ
も
可
）

内
容

不
登
校
に
つ
い
て
の

話
し
合
い
（
聞
く
だ
け
も
可
）

費
用

無
料

申
し
込
み

４
月
16
日（
火
）

午
前
10
時
か
ら
、
永
楽
台
児
童

セ
ン
タ
ー
へ
電
話
か
直
接

1

永
楽
台
児
童
セ
ン
タ
ー
�

７
１
６
３
―
４
０
５
０

健
康
い
き
い
き
講
座
・

糖
尿
病
予
防

と
き

５
月
10
日
（
金
）
午

後
１
時
半
〜
４
時

と
こ
ろ

介
護
予
防
セ
ン
タ

ー
「
い
き
い
き
プ
ラ
ザ
」（
市

役
所
隣
）

対
象

市
内
在
住
の
か
た
、

先
着
四
十
人

内
容

糖
尿
病
を
予
防
す
る

生
活
習
慣
に
つ
い
て
学
び
ま
す

費
用

無
料

申
し
込
み

４
月
16
日（
火
）

午
前
９
時
か
ら
、
健
康
推
進
課

へ
電
話
で

1

健
康
推
進
課
�
７
１
６
４

―
３
３
３
３

こ
こ
ろ
の
健
康
講
座

と
き

５
月
25
日
（
土
）
午

前
９
時
45
分
〜
正
午

と
こ
ろ

中
央
公
民
館

対
象

市
内
在
住
の
か
た
、

先
着
百
人

内
容

臨
床
心
理
士
か
ら
ス

ト
レ
ス
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
を
学
び

ま
す費

用

無
料

申
し
込
み

４
月
16
日（
火
）

午
前
９
時
か
ら
、
健
康
推
進
課

へ
電
話
で

1

健
康
推
進
課
�
７
１
６
４

―
３
３
３
３

男
女
共
同
参
画
講
座

「
情
報
紙
づ
く
り
で
ス

テ
ッ
プ
・
ア
ッ
プ
！
」

と
き

５
月
11
日
〜
６
月
８

日
の
毎
週
土
曜
日
午
後
１
時
半

〜
５
時
（
計
五
回
）

と
こ
ろ

中
央
公
民
館
ほ
か

対
象

市
内
在
住
・
在
勤
・

在
学
の
か
た
、
十
人
程
度

内
容

編
集
の
基
礎
知
識
を

学
び
、
講
座
終
了
後
は
市
民
編

集
委
員
と
し
て
男
女
共
同
参
画

の
情
報
紙
作
り
に
参
加
し
ま
す

費
用

無
料

申
し
込
み

４
月
30
日（
火
）

ま
で
に
、
男
女
共
同
参
画
室
へ

電
話
か
、
住
所
・
氏
名
・
電
話

番
号
・
フ
ァ
ク
ス
番
号
・
性
別

・
年
齢
・
所
属
団
体
等
を
記
入

し
て
フ
ァ
ク
ス
（
７
１
６
７
―

１
１
８
６
）
で

そ
の
他

保
育
・
在
宅
介
護

支
援
あ
り（
事
前
に
ご
相
談
を
）

1

男
女
共
同
参
画
室
�
７
１

６
７
―
１
１
２
７

田
植
え
体
験

と
き

５
月
11
日
（
土
）
午

前
10
時
〜
正
午
※
雨
天
決
行

と
こ
ろ

あ
け
ぼ
の
山
農
業

公
園
内
水
田

対
象

市
内
在
住
の
家
族
、

五
十
世
帯

内
容

コ
シ
ヒ
カ
リ
の
苗
を

植
え
付
け
、
９
月
に
稲
刈
り
を

し
ま
す
。
精
米
五
キ
ロ
を
分
配

費
用

一
世
帯
三
千
円

申
し
込
み

往
復
は
が
き
に

「
田
植
え
体
験
希
望
」
と
明
記

し
、
住
所
・
氏
名
・
電
話
番
号

・
参
加
人
数
と
返
信
面
の
あ
て

先
を
書
い
て
、
〒
２
７
７
│
０

８
２
２
布
施
下
一
二
七
│
一

ト
マ
ト
ハ
ウ
ス
へ
、
４
月
25
日

（
木
）
ま
で
に
郵
送
で
（
必
着
）

※
応
募
者
多
数
の
場
合
は
抽
選

1

農
政
課
�
７
１
６
７
│
１

１
４
３
・
ト
マ
ト
ハ
ウ
ス
�
７

１
３
４
│
９
９
２
０

要
約
筆
記
講
習
会

と
き

５
月
13
日
〜
７
月
29

日
の
毎
週
月
曜
日
午
後
１
時
〜

４
時
（
７
月
８
日
を
除
く
、
計

十
一
回
）

と
こ
ろ

教
育
福
祉
会
館

対
象

市
内
在
住
・
在
勤
の

か
た
、
二
十
人

内
容

聴
覚
障
害
者
の
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
支
援
す
る

要
約
筆
記
技
術
を
学
び
ま
す

申
し
込
み

往
復
は
が
き
に

「
要
約
筆
記
講
習
会
希
望
」
と

明
記
し
、
住
所
・
氏
名
（
ふ
り

が
な
）
・
年
齢
・
性
別
・
職
業

・
電
話
番
号
と
返
信
面
の
あ
て

先
を
書
い
て
、
〒
２
７
７
―
０

０
０
５
柏
五
丁
目
八
―
一
二

教
育
福
祉
会
館
内
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
セ
ン
タ
ー
へ
、
５
月
１
日

（
水
）
ま
で
に
郵
送
で
（
必
着
）

※
応
募
は
一
人
一
通
。
応
募
者

多
数
の
場
合
は
抽
選

1

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー

�
７
１
６
５
―
０
８
８
０

シ
ニ
ア
ス
ク
ー
ル

と
き

５
月
15
日
〜
７
月
３

日
の
毎
週
水
曜
日
午
前
10
時
〜

正
午
（
計
八
回
）

と
こ
ろ

田
中
近
隣
セ
ン
タ

ー
対
象

市
内
在
住
で
六
十
歳

以
上
の
か
た
、
先
着
四
十
人

内
容

健
康
づ
く
り
・
地
域

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど
に
つ
い
て

学
び
ま
す
。
館
外
学
習
も
あ
り

費
用

無
料
（
館
外
学
習
費

は
実
費
）

申
し
込
み

４
月
16
日（
火
）

午
前
９
時
か
ら
、
田
中
近
隣
セ

ン
タ
ー
へ
電
話
か
直
接

1

田
中
近
隣
セ
ン
タ
ー
�
７

１
３
３
―
１
０
０
０

エ
ク
セ
ル
初
心
者
コ
ー

スと
き

５
月
12
日
（
日
）
・

19
日
（
日
）
午
前
９
時
半
〜
午

後
０
時
半
（
計
二
回
）

と
こ
ろ

中
央
公
民
館

対
象

市
内
在
住
・
在
勤

で
、文
字
入
力
の
で
き
る
か
た
、

二
十
五
人

内
容

一
人
一
台
の
パ
ソ
コ

ン
を
使
っ
て
、
エ
ク
セ
ル
の
初

歩
を
学
び
、
家
計
簿
な
ど
の
作

成
に
挑
戦
し
ま
す

費
用

無
料

申
し
込
み

往
復
は
が
き
に

「
エ
ク
セ
ル
初
心
者
コ
ー
ス
希

望
」
と
明
記
し
、
住
所
・
氏
名

・
年
齢
・
電
話
番
号
と
返
信
面

の
あ
て
先
を
書
い
て
、
〒
２
７

７
―
０
０
０
５
柏
五
丁
目
八
―

一
二
　
柏
市
中
央
公
民
館
へ
、

４
月
30
日
（
火
）
ま
で
に
郵
送

で
（
必
着
）
※
応
募
は
一
人
一

通
。
応
募
者
多
数
の
場
合
は
抽

選1

中
央
公
民
館
�
７
１
６
４

―
１
８
１
１

エ
コ
ラ
イ
フ
セ
ミ
ナ
ー

と
き

５
月
22
日
（
水
）
・

29
日
（
水
）、
６
月
４
日
（
火
）

午
後
１
時
半
〜
３
時
半
（
計
三

回
）と

こ
ろ

南
部
近
隣
セ
ン
タ

ー
・
南
部
公
園

対
象

市
内
在
住
で
成
人
の

か
た
、
先
着
二
十
人

内
容

講
演
「
ふ
る
さ
と
に

豊
か
な
自
然
を
残
す
た
め
に
」

・
自
然
観
察
・
廃
油
を
使
っ
た

せ
っ
け
ん
づ
く
り

費
用

無
料

申
し
込
み

４
月
16
日（
火
）

午
前
９
時
か
ら
、
南
部
近
隣
セ

ン
タ
ー
へ
直
接

1

南
部
近
隣
セ
ン
タ
ー
�
７

１
７
３
―
１
０
０
０

柏
市
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ

ン
学
苑

と
き

４
月
21
日
（
日
）
と

４
月
23
日
〜
12
月
３
日
の
火
曜

日
の
う
ち
月
二
・
三
回
、
午
後

６
時
半
〜
８
時
半
。
宿
泊
研
修

も
あ
り
（
計
二
十
回
）

と
こ
ろ

教
育
福
祉
会
館
ほ

か
内
容

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

の
理
論
と
実
技
※
イ
ン
ス
ト
ラ

ク
タ
ー
資
格
の
取
得
も
可

費
用

一
時
間
千
円

◎
申
し
込
み
方
法
な
ど
、
詳

し
く
は
問
い
合
わ
せ
を

1

柏
市
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

協
会
�
７
１
７
３
│
２
２
２
８

不
登
校
の
子
ど
も
を
持

つ
親
の
会

と
き

毎
月
第
四
土
曜
日
午

後
１
時
〜
３
時

と
こ
ろ

Ｊ
Ｉ
Ａ
日
本
国
際

学
園
（
あ
け
ぼ
の
三
丁
目
）

内
容

不
登
校
や
教
育
問
題

に
つ
い
て
の
話
し
合
い

費
用

一
回
五
百
円

◎
申
し
込
み
方
法
な
ど
、
詳

し
く
は
問
い
合
わ
せ
を

1

Ｊ
Ｉ
Ａ
日
本
国
際
学
園
�

７
１
４
１
│
０
５
６
７
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柏
玲
会
箏
曲
演
奏
会

４
／
20

の
14
時
〜
16
時
、
ア
ミ
ュ
ゼ
柏
。

八
百
円
。
市
川
�
７
１
６
７
│
６

４
６
９

十
周
年
記
念
千
葉
県
書
作
家
連

盟
展

４
／
24
〜
28
の
10
時
〜
17

時
、
県
プ
ラ
。
無
料
。
鈴
木
�
７

１
６
３
│
６
６
３
０

柏
交
響
楽
団
定
期
演
奏
会

５

／
19
の
14
時
〜
16
時
、
市
民
文

化
会
館
。
九
百
五
十
円
。
団
員
も

募
集
中
。
南
�
７
１
６
３
│
３
２

３
５倫

理
文
化
講
演
会
「
家
庭
力
」

い
の
ち
の
輝
き
を
求
め
て
　
４
／

28
の
14
時
半
〜
16
時
10
分
、
ア
ミ

ュ
ゼ
柏
。
千
円
。
富
澤
�
７
１
６

３
│
３
６
３
６

国
際
フ
ォ
ー
ラ
ム
「
私
の
社
会

貢
献
〜
体
験
か
ら
得
た
宝
物
」

４
／
27
の
13
時
、
広
池
学
園
。
五

百
円
。
懇
親
会
あ
り
。
宮
崎
�
７

１
７
３
│
３
９
３
９（
18
時
以
降
）

林
洋
子
ひ
と
り
語
り

５
／
12

の
14
時
半
〜
15
時
半
、
ア
ミ
ュ
ゼ

柏
。
小
学
生
以
上
。
三
千
円
（
小

・
中
学
生
は
千
七
百
円
）。
種
田

�
７
１
４
６
│
０
１
８
７

健
康
の
た
め
に
柏
市
内
の
江
戸

川
八
十
八
カ
所
札
所
を
歩
き
ま
し

ょ
う

４
／
20
の
９
時
〜
12
時
、

南
柏
駅
集
合
。
無
料
。
高
濱
�
７

１
７
４
│
２
９
３
３

芳
水
書
作
展

４
／
27
の
10
時

半
〜
18
時
、
柏
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
カ

レ
ッ
ジ
。
無
料
。
野
口
�
７
１
６

７
│
４
０
２
３

く
ら
し
の
ア
ロ
マ
テ
ラ
ピ
ー

４
／
22
〜
６
月
の
七
回
松
葉
近
セ
、

５
／
10
〜
７
月
の
七
回
豊
四
季
台

近
セ
。
一
回
千
五
百
円
。
登
�
０

９
０
│
６
１
７
３
│
１
２
４
０

東
葛
混
声
合
唱
団
特
別
演
奏
会

「
フ
ォ
ー
レ
の
世
界
へ
」

４
／

21
の
15
時
〜
17
時
、
市
民
文
化
会

館
。二
千
円（
高
校
生
以
下
千
円
）。

高
宮
�
７
１
６
９
│
０
６
３
８

交
流
会
「
耳
が
聞
こ
え
に
く
く

な
っ
た
皆
さ
ん
来
て
み
ま
せ
ん

か
」

４
／
26
の
13
時
半
〜
15
時

半
、
ア
ミ
ュ
ゼ
柏
。
無
料
。
長
谷

川
�
７
１
３
２
│
３
２
０
４

遠
藤
郁
子
ピ
ア
ノ
コ
ン
サ
ー
ト

４
／
27
の
14
時
〜
16
時
、
ア
ミ
ュ

ゼ
柏
。
二
千
五
百
円
。
竹
内
�
７

１
７
３
│
３
４
６
５

英
会
話
　
４
／
22
〜
６
月
末
の

�
の
う
ち
十
回
、
ニ
ッ
セ
イ
セ
ミ

ナ
ー
ル
ー
ム
。
一
回
七
百
円
。
進

藤
�
７
１
４
８
│
０
３
９
６
　

山
草
造
型
展

４
／
20
〜
21
の

９
時
〜
17
時
（
21
は
16
時
ま
で
）、

中
公
。
無
料
。
武
田
�
７
１
７
２

│
８
９
５
５

岡
林
信
康
フ
ォ
ー
ク
コ
ン
サ
ー

ト

５
／
12
の
16
時
、
ア
ミ
ュ
ゼ

柏
。
二
千
八
百
円
。
入
場
券
は
チ

ケ
ッ
ト
ぴ
あ
で
。
山
下
�
７
１
６

７
│
４
４
５
３
（
19
時
以
降
）

初
心
者
の
た
め
の
水
彩
・
油
絵

体
験

４
／
21
の
13
時
半
〜
15
時

半
、
柏
カ
ル
チ
ャ
ー
セ
ン
タ
ー
。

千
円
。
伊
藤
�
７
１
７
５
│
０
３

６
６イ

タ
リ
ア
語
会
話
入
門

４
／

18
の
19
時
半
〜
20
時
半
と
４
／
20

の
14
時
〜
15
時
、
柏
カ
ル
チ
ャ
ー

セ
ン
タ
ー
。
千
五
百
円
。
山
本
�

７
１
４
４
│
１
４
２
７

育
児
サ
ー
ク
ル
「
ぴ
よ
ぴ
よ
ハ

ウ
ス
」

月
四
回
、
市
内
の
公
園

ほ
か
。妊
婦
と
未
就
学
児
の
親
子
。

無
料
。
土
屋
�
７
１
４
３
│
４
９

６
５ビ

ー
ズ
・
ツ
リ
ー

第
二
・
四

�
９
時
半
、
豊
四
季
台
近
セ
。
ア

ク
セ
サ
リ
ー
作
り
。
初
心
者
。
十

五
人
。2

二
千
円
、3

二
千
円
。

星
野
�
７
１
４
７
│
１
８
１
９

観
世
流
謡
曲
・
仕
舞
サ
ー
ク
ル

「
里
女
会
」

第
二
・
四
�
12
時
、

酒
井
根
近
セ
。
初
心
者
も
可
。3

二
千
円
。
谷
崎
�
７
１
７
３
│
２

２
２
７

催
し
・
講
習
会

会
員
募
集

近セ＝近隣センター、中公＝中央公民館、教福＝教育福祉会館、県プラ＝さわやかちば県民プラザ、8＝入会金、9＝月会費、A＝年会費

講
座
･
講
演
�



パ
ー
ト
タ
イ
ム
職
業
訓

練
・
パ
ソ
コ
ン
科
講
習

と
き

５
月
14
日
（
火
）
・

15
日
（
水
）
・
17
日
（
金
）
・

21
日
（
火
）
・
22
日
（
水
）
午

前
10
時
〜
午
後
４
時（
計
五
回
）

と
こ
ろ

勤
労
会
館

対
象

市
内
在
住
で
、
パ
ー

ト
就
労
を
希
望
し
、
現
在
、
働

い
て
い
な
い
か
た
、
十
八
人

（
パ
ソ
コ
ン
の
基
礎
操
作
が
で

き
る
か
た
）

内
容

ワ
ー
ド
・
エ
ク
セ
ル

を
学
び
ま
す

費
用

無
料

申
し
込
み

往
復
は
が
き
に

「
パ
ソ
コ
ン
科
講
習
希
望
」
と

明
記
し
、
住
所
・
氏
名
（
ふ
り

が
な
）
・
生
年
月
日
・
電
話
番

号
・
受
講
動
機
と
返
信
面
の
あ

て
先
を
書
い
て
、
〒
２
６
０
│

０
０
２
６
千
葉
市
中
央
区
千
葉

港
八
│
四
　
雇
用
・
能
力
開
発

機
構
千
葉
セ
ン
タ
ー
へ
、
４
月

20
日
（
土
）
ま
で
に
郵
送
で

（
当
日
消
印
有
効
）
※
応
募
者

多
数
の
場
合
は
抽
選

1

雇
用
・
能
力
開
発
機
構
千

葉
セ
ン
タ
ー
�
０
４
３
│
２
４

８
│
７
７
６
６

健
康
づ
く
り
教
室
「
が

ん
を
知
る
」

と
き

５
月
９
日
（
木
）
・

17
日
（
金
）
・
24
日
（
金
）
午

前
10
時
〜
午
後
３
時（
計
三
回
）

と
こ
ろ

さ
わ
や
か
ち
ば
県

民
プ
ラ
ザ

対
象

県
内
在
住
の
か
た
、

五
十
人

内
容

が
ん
の
診
断
・
治
療

・
予
防
な
ど
を
医
療
の
現
場
か

ら
学
び
ま
す

費
用

無
料

申
し
込
み

往
復
は
が
き
に

「
健
康
づ
く
り
教
室
希
望
」
と

明
記
し
、
住
所
・
氏
名
・
年
齢

・
電
話
番
号
と
返
信
面
の
あ
て

先
を
書
い
て
、
〒
２
７
７
│
０

８
８
２
柏
の
葉
四
丁
目
三
│
一

さ
わ
や
か
ち
ば
県
民
プ
ラ
ザ
研

修
課
へ
、
４
月
28
日
（
日
）
ま

で
に
郵
送
で
（
必
着
）
※
応
募

者
多
数
の
場
合
は
抽
選

1

さ
わ
や
か
ち
ば
県
民
プ
ラ

ザ
研
修
課
�
７
１
４
０
│
８
６

１
６公

開
講
座
「
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
に
お
け
る
参
加
型

ま
ち
づ
く
り
研
究
」

と
き

４
月
23
日
〜
７
月
２

日
の
隔
週
火
曜
日
午
後
６
時
半

〜
８
時
（
計
六
回
）

と
こ
ろ

東
京
理
科
大
学
野

田
校
舎

内
容

国
立
市
・
狛
江
市
の

市
長
に
よ
る
講
演
な
ど

費
用

一
万
二
千
円
（
テ
キ

ス
ト
代
別
途
）

◎
申
し
込
み
方
法
な
ど
、
詳

し
く
は
問
い
合
わ
せ
を

1

東
京
理
科
大
学
生
涯
学
習

セ
ン
タ
ー
�
０
３
│
３
２
６
７

│
９
４
６
２

ペ
ー
ス
メ
ー
カ
ー
友
の

会
勉
強
会

と
き

５
月
５
日
（
日
）
午

後
０
時
半
〜
４
時
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柏
樹
会

第
二
・
四
�
13
時

半
、
中
公
。
初
心
者
歓
迎
。
小
品

盆
栽
、
下
草
。2

千
円
、3

千
円
。

増
田
�
７
１
６
７
│
７
７
７
７

ペ
ン
習
字
「
く
き
の
会
」

第

二
・
四
�
10
時
、
ア
ミ
ュ
ゼ
柏
。

初
心
者
歓
迎
。2

千
円
、3

二
千

円
。
井
上
�
７
１
７
５
│
１
９
９

６
視
覚
障
害
者
パ
ソ
コ
ン
講
習
会

「
生
チ
ョ
コ
の
会
」

第
二
・
四

�
13
時
、
教
福
。
無
料
。
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
も
募
集
（4

千
二
百
円
）。

平
田
�
７
１
６
３
│
７
５
２
５

大
人
の
ピ
ア
ノ
「
ト
・
ト
・
ト
」

第
一
・
三
�
９
時
半
、
ア
ミ
ュ
ゼ

柏
。
初
心
者
は
グ
ル
ー
プ
レ
ッ
ス

ン
。
無
料
体
験
あ
り
。3

三
千
円
。

守
田
�
７
１
６
３
│
３
８
９
４

ジ
ュ
ニ
ア
・
ジ
ャ
ズ
ダ
ン
ス
・

ク
ラ
ブ
　
毎
�
19
時
、
豊
四
季
台

近
セ
。
小
学
生
〜
五
十
歳
代
。
一

回
九
百
円
。
梶
山
�
７
１
４
３
│

３
４
５
２

混
声
合
唱
団
「
菩
提
樹
」

第

一
・
三
�
10
時
と
第
二
・
四
�
13

時
半
、社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー
ほ
か
。

2

千
円
、3

二
千
五
百
円
。
倉
持

�
７
１
６
９
│
０
１
３
３

ピ
ア
ノ
「
ね
こ
ふ
ん
じ
ゃ
っ
た
」

第
二
・
四
�
９
時
、
田
中
近
セ
。

無
料
体
験
あ
り
。3

三
千
円
。
横

田
�
７
１
３
１
│
７
５
４
５

社
交
ダ
ン
ス
「
す
ず
ら
ん
」

月
四
回
�
19
時
、
豊
四
季
台
近
セ

ほ
か
。
初
心
者
。
講
師
は
プ
ロ
。

2

二
千
円
、3

三
千
円
。
今
野
�

７
１
４
５
│
５
２
９
８

社
交
ダ
ン
ス
「
マ
ー
ガ
レ
ッ
ト

サ
ー
ク
ル
」

毎
�
15
時
半
、
藤

心
近
セ
。
男
性
歓
迎
。2

二
千
円
、

3

三
千
五
百
円
。
野
口
�
７
１
７

２
│
６
４
５
７

女
性
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
「
は
て
な

〜
ず
」

毎
�
10
時
半
、
松
葉
グ

ラ
ウ
ン
ド
か
酒
井
根
グ
ラ
ウ
ン

ド
。
18
歳
以
上
。3

千
円
。
田
上

�
７
１
７
５
│
２
１
１
３

女
性
合
唱
団
「
コ
ー
ル
・
フ
ル

ー
ル
」

月
四
回
�
９
時
半
、
藤

心
近
セ
。2

千
円
、3

二
千
五
百

円
。
根
岸
�
７
１
７
３
│
９
８
５

４
（
18
時
以
降
）

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
「
オ
レ
ン
ジ
ク

ラ
ブ
」

毎
�
11
時
、
豊
四
季
台

近
セ
。
一
回
三
百
円
。
市
川
�
７

１
４
８
│
６
６
６
１

書
道
・
ペ
ン

第
二
・
四
�
10

時
、
豊
四
季
台
近
セ
。2

千
五
百

円
、3

千
五
百
円
。
上
野
�
７
１

３
４
│
４
７
６
０

フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト

第
三
�
か
�
10
時
、
増
尾
台
防
災

会
館
。2

二
千
円
、3

三
千
五
百

円
。
澁
谷
�
７
１
７
２
│
６
２
２

０
旭
書
道
ク
ラ
ブ
　
第
一
・
三
�

13
時
、
旭
町
近
セ
。
初
心
者
歓
迎
。

2

千
五
百
円
、3

千
五
百
円
。
田

村
�
７
１
３
２
│
３
０
６
１

裏
千
家
茶
道
「
睦
会
」

第
二

・
四
�
13
時
、
藤
心
近
セ
。
初
心

者
歓
迎
。2

千
円
、3

三
千
五
百

円
。
阿
部
�
７
１
６
４
│
８
２
４

３
千
代
田
将
棋
愛
好
会

毎
�
９

時
、
千
代
田
近
セ
。2

千
円
、3

五
百
円
。
中
林
�
７
１
６
３
│
０

９
３
０

料
理
「
味
彩
会
」

第
二
�
10

時
、
中
公
。2

千
円
、3

千
二
百

円
。
佐
川
�
７
１
３
３
│
１
８
１

３
り
ん
ど
う
ダ
ン
ス
サ
ー
ク
ル

毎
�
19
時
、
森
山
カ
ル
チ
ャ
ー
ホ

ー
ル
。3

三
千
五
百
円
。
秋
山
�

７
１
６
９
│
５
７
２
０

よ
さ
こ
い
「
柏
紅
塾
」

毎
�

18
時
、
増
尾
近
セ
か
根
戸
近
セ
。

3

千
円
。
小
林
�
７
１
７
６
│
５

７
７
６

絵
手
紙

第
二
・
四
�
10
時
か

13
時
、
南
部
近
セ
。
若
干
名
。3

千
四
百
円
。
税
所
（
さ
い
し
ょ
）

�
７
１
６
９
│
７
６
２
８

富
勢
卓
球
ク
ラ
ブ

毎
�
13
時

半
、
富
勢
小
体
育
館
。2

千
円
、

3

千
円
。
松
下
�
７
１
４
４
│
８

９
２
２

豊
四
季
台
美
容
体
操
サ
ー
ク
ル

毎
�
10
時
半
、
豊
四
季
台
団
地
集

会
所
。
初
心
者
歓
迎
。2

二
千
八

百
円
、3

二
千
八
百
円
。
氏
家
�

７
１
４
７
│
０
５
５
３

学  級  名�

保育あり（2歳～就学前児、16人）�

光ケ丘近隣センター�
�7175─0033

5月9日～6月20日の毎
週木曜日午前10時～正
午（計7回）�

子育て＆自分育て
セミナー�
（小学生クラス）�

子どもを暴力やいじめから
守る、現代っ子が抱えるス
トレスと親のかかわり方、
子どもの性と向き合うなど�

市内小学校に通学
する子どもを持つ
保護者、先着30人�

保育あり（先着20人）�

中央公民館�
�7164─1811

大事な幼児期のしつけ・危
険から子どもを守る・小児
科現場から・トールペイン
トなど�

ほのぼの子育て
セミナー�

5月14日�・21日�・28
日�・6月1日�・11日
�・18日�・25日�午前
10時～正午（計7回）�

市内在住で就学前
の子どもを持つ保
護者、先着30人�

新田原近隣センター�
�7167─1276

のびのび子育て�
セミナー�
（小学生クラス）�

5月16日～7月4日の毎
週木曜日午前10時～正
午（計8回）�

小学生期の心の特徴を知り、�
親子のふれあいの仕方など
を考える�

市内在住・在勤で
小学生の子を持つ
保護者、先着30人�

保育あり（1歳～就学前児）�

布施近隣センター�
�7132─3100すこやかセミナー�

（小学生クラス）�

5月14日～6月18日の
毎週火曜日午前10時～
正午（計6回）�

児童期の心の特徴を知り、
親子のふれあいの仕方を学
び、また親同士の意見交換
をする�

市内在住・在勤で
小学生の子を持つ
保護者、先着40人�

増尾近隣センター�
�7174─7211

心を育てる�
ファミリークラス�
（中学生クラス）�

5月20日～ 7月 8日の
毎週月曜日午前10時～
正午（計8回）�
※一部変更もあり�

中学生の心身の発達や特徴
を理解し、適切な指導・助
言ができるよう学習する�

市内在住・在勤で
中学生・小学生高
学年の子を持つ保
護者、先着40人�

藤心近隣センター�
�7176─3700

藤心はつらつ�
子育てセミナー�
（小学生クラス）�

5月21日～6月25日の
毎週火曜日午前9時45�
分～11時45分（計6回）�
※一部変更もあり�

生涯学習社会に対応した家
庭教育のあり方、家庭教育
の果たす役割などについて�

市内在住・在勤で
小学生の子を持つ
保護者・希望者、
先着30人�

酒井根近隣センター�
�7175─2400

さわやか�
子育てセミナー�
（小学生クラス）�

5月16日～6月27日の
毎週木曜日午前9時半
～11時半（計7回）�

ゆとりを持った子育てをす
るために�

市内在住・在勤で
小学生の子を持つ
保護者、先着40人�

西原近隣センター�
�7154─2000

心を育てる�
いきいきセミナー�
（幼児・小学生クラス）�

5月23日～ 7月 4日の
毎週木曜日午前10時～
正午（計7回）�

学校の子どもたちの様子、
子どもの虐待、体操でリラ
ックス、外国人の子育て、
手作りケーキなど�

市内在住・在勤で
幼児・小学生の子
を持つ保護者、先
着40人�

永楽台近隣センター�
�7163─1201

すこやか�
子育てセミナー�

5月16日～6月27日の
毎週木曜日午前10時～
11時45分（5月16日は午�
前9時半から、計7回）�

市内在住・在勤の
かた、先着50人�

生涯学習社会に対応した家
庭教育のあり方、家庭教育
の果たす役割など�

会場・問い合わせ� と　　き� 対　　象� 主 な 内 容�

　子どもの年齢に合わせたセミナーを開いて、皆さんの子育てを応援します。同世代
の子どもを持つ仲間たちと話し合い、学習して、子育ての楽しさを再認識しませんか

費　　用　無料（教材費等は実費）�
申し込み　4月16日�から（新田原近隣センターは4月18日�から）、希望する会場へ電話か直接（土・日曜

日、祝日を除く）�
◎その他の会場の開催予定　松葉近隣センター＝5月下旬、高田近隣センター＝6月、豊四季台近隣センター

＝9月、光ケ丘近隣センター（幼児クラス）＝9月、田中近隣センター＝9月、
新富近隣センター＝11月 ※詳しくは、後日「広報かしわ」でお知らせします�

子育てについて学びませんか�

　各近隣センター・中央公民館�7164─1811問�

家庭教育学級�家庭教育学級�

木
材
ふ
れ
あ
い
ま
つ
り

と
き

４
月
28
日
（
日
）
午

前
10
時
〜
午
後
３
時

と
こ
ろ

柏
木
材
セ
ン
タ
ー

（
高
田
）

内
容

親
子
木
工
教
室
（
先

着
百
人
）
・
包
丁
研
ぎ
サ
ー
ビ

ス
（
一
人
一
本
）
・
丸
太
切
り

実
演
・
も
ち
ま
き
な
ど

1

柏
木
材
セ
ン
タ
ー
�
７
１

４
３
│
１
２
４
１

イ
ン
ド
舞
踊
劇

と
き

５
月
１
日
（
水
）
午

後
６
時
半
〜
８
時

と
こ
ろ

ア
ミ
ュ
ゼ
柏

定
員

先
着
四
百
人

出
演

イ
ン
ド
・
タ
ゴ
ー
ル

国
際
大
学
舞
踊
団

入
場
料

無
料

◎
申
し
込
み
方
法
な
ど
、
詳

し
く
は
問
い
合
わ
せ
を

1

麗
沢
大
学
�
７
１
７
３
│

３
０
３
０

カ
ン
ボ
ジ
ア
に
呼
魂
太

鼓
を
送
ろ
う
・
チ
ャ
リ

テ
ィ
ー
コ
ン
サ
ー
ト

と
き

４
月
21
日
（
日
）
午

後
１
時
半
・
４
時
半
の
二
回

と
こ
ろ

芝
浦
工
業
大
学
柏

中
学
高
等
学
校

定
員

先
着
四
百
人

入
場
料

千
円

◎
申
し
込
み
方
法
な
ど
、
詳

し
く
は
問
い
合
わ
せ
を

1

カ
ン
ボ
ジ
ア
に
学
校
を
贈

る
会
�
７
１
６
７
│
６
３
６
０

下
総
ス
カ
イ
フ
ェ
ス
タ

と
き

５
月
25
日
（
土
）
・

26
日
（
日
）
午
前
９
時
〜
午
後

３
時と

こ
ろ

海
上
自
衛
隊
下
総

航
空
基
地
（
沼
南
町
）

内
容

航
空
シ
ョ
ー
、
飛
行

機
体
験
搭
乗
（
25
日
だ
け
。
要

申
し
込
み
）
な
ど

1

海
上
自
衛
隊
下
総
教
育
航

空
群
広
報
室
�
７
１
９
１
│
２

５
０
１

８
面
へ
続
く

催
 
し

と
こ
ろ

我
孫
子
市
民
セ
ン

タ
ー定

員

百
二
十
人

費
用

千
円

◎
申
し
込
み
方
法
な
ど
、
詳

し
く
は
問
い
合
わ
せ
を

1

日
本
心
臓
ペ
ー
ス
メ
ー
カ

ー
友
の
会
千
葉
支
部
�
０
４
３

│
２
６
３
│
７
７
４
４

変
更
あ
り



手
賀
の
丘
春
の
釜
の
め

し
キ
ャ
ン
プ

と
き

５
月
11
日
（
土
）
〜

12
日
（
日
）〈
一
泊
二
日
〉

と
こ
ろ

県
立
手
賀
の
丘
少

年
自
然
の
家
（
沼
南
町
）
※
現

地
集
合
・
解
散
。
集
合
は
柏
駅

も
可対

象

小
学
三
年
生
〜
中
学

生
、
五
十
人
（
障
害
の
あ
る
か

た
十
五
人
も
含
む
。
中
学
生
は

お
手
伝
い
で
の
参
加
も
可
）

内
容

障
害
の
あ
る
人
も
な

い
人
も
一
緒
に
森
で
遊
ん
だ

り
、
料
理
を
作
っ
た
り
し
ま
す

費
用

二
千
五
百
円

申
し
込
み

往
復
は
が
き
に

「
春
の
キ
ャ
ン
プ
希
望
」
と
明

記
し
、
住
所
・
氏
名
・
電
話
番

号
・
フ
ァ
ク
ス
番
号
（
あ
る
か

た
だ
け
）
・
学
校
名
・
学
年
と

返
信
面
の
あ
て
先
を
書
い
て
、

〒
２
７
７
―
０
０
８
６
永
楽
台

二
丁
目
一
一
―
二
五
　
永
楽
台

児
童
セ
ン
タ
ー
へ
、
４
月
23
日

（
火
）
ま
で
に
郵
送
で
（
必
着
）

※
応
募
者
多
数
の
場
合
は
抽
選

1

永
楽
台
児
童
セ
ン
タ
ー
�

７
１
６
３
│
４
０
５
０

親
子
幼
児
教
室

と
き

５
月
〜
来
年
２
月
の

第
二
・
第
四
水
曜
日
の
う
ち
八

回
、
午
後
２
時
〜
３
時
半

と
こ
ろ

教
育
研
究
所
（
篠

籠
田
）

対
象

平
成
９
年
４
月
２
日

〜
10
年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
幼

児
と
保
護
者
、
五
十
組

内
容

お
も
ち
ゃ
作
り
、
マ

ジ
ッ
ク
体
験
、
教
育
講
座
な
ど

費
用

無
料

申
し
込
み

４
月
18
日（
木
）

午
前
９
時
半
〜
午
後
４
時
に
、

教
育
研
究
所
へ
直
接
※
応
募
者

多
数
の
場
合
は
抽
選

そ
の
他

保
育
あ
り
（
要
申

し
込
み
）

1

教
育
研
究
所
�
７
１
４
５

│
２
１
１
０

ピ
ヨ
ピ
ヨ
親
子
シ
ョ
ー

ト
テ
ニ
ス
教
室

と
き

５
月
５
日
（
日
）
午

前
の
部
＝
午
前
10
時
〜
正
午
、

午
後
の
部
＝
午
後
１
時
半
〜
３

時
半と

こ
ろ

吉
田
記
念
テ
ニ
ス

研
修
セ
ン
タ
ー
（
花
野
井
）

対
象

テ
ニ
ス
の
経
験
の
な

い
幼
稚
園
児
・
小
学
生
と
保
護

者
、
各
部
先
着
八
十
組

費
用

五
百
円
※
子
ど
も
二

人
目
か
ら
一
人
に
つ
き
二
百
円

申
し
込
み

４
月
15
日（
月
）

午
前
９
時
か
ら
、
吉
田
記
念
テ

ニ
ス
研
修
セ
ン
タ
ー
へ
電
話
で

そ
の
他

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

コ
ー
チ
も
募
集
中

1

吉
田
記
念
テ
ニ
ス
研
修
セ

ン
タ
ー
�
７
１
３
４
│
３
０
３

０
手
賀
沼
水
辺
探
検
隊

と
き

５
月
25
日
〜
７
月
27

日
の
第
二
・
第
四
土
曜
日
午
後

１
時
半
〜
４
時
（
計
五
回
）

と
こ
ろ

手
賀
沼
親
水
広
場

と
そ
の
周
辺

対
象

小
学
四
年
生
〜
中
学

生
、
三
十
五
人

内
容

沼
や
周
辺
の
自
然
に

つ
い
て
、
水
草
や
昆
虫
の
観
察

な
ど
を
通
し
て
学
び
ま
す

費
用

無
料

申
し
込
み

往
復
は
が
き
に

「
手
賀
沼
水
辺
探
検
隊
希
望
」

と
明
記
し
、
住
所
・
氏
名
（
ふ

り
が
な
）
・
学
年
・
電
話
番
号

・
こ
の
催
し
を
何
で
知
っ
た
か

と
返
信
面
の
あ
て
先
を
書
い

て
、
〒
２
７
０
―
１
１
４
６
我

孫
子
市
高
野
山
新
田
一
九
三

千
葉
県
手
賀
沼
親
水
広
場
へ
、

４
月
26
日
（
金
）
ま
で
に
郵
送

で
（
必
着
）
※
応
募
者
多
数
の

場
合
は
抽
選

1

千
葉
県
手
賀
沼
親
水
広
場

�
７
１
８
４
│
０
５
５
５

広報� 平成１４年（２００２年）４月１５日 第１１６７号 �

健
康
体
操
Ｃ
Ｐ
サ
ー
ク
ル

月

四
回
�
９
時
、
市
民
体
育
館
。2

千
円
、3

千
五
百
円
。
高
齢
者
歓

迎
。
渡
辺
�
７
１
６
４
│
２
１
６

０
松
葉
リ
コ
ー
ダ
ー
ア
ン
サ
ン
ブ

ル

毎
�
10
時
、
松
葉
近
セ
。2

千
円
、3

二
千
五
百
円
。
西
村
�

７
１
４
４
│
０
５
６
９

育
児
サ
ー
ク
ル
「
遊
Ｙ
Ｏ
Ｕ
く

ら
ぶ
」

月
二
回
�
９
時
半
、
富

里
近
セ
。
未
就
園
児
ま
で
。3

二

百
円
。
海
老
原
�
７
１
４
８
│
０

０
７
１

社
交
ダ
ン
ス
「
柏
ル
ン
バ
会
」

月
三
回
�
初
級
15
時
・
中
級
16
時

半
、
布
施
近
セ
。2

二
千
円
、3

各
二
千
円
。
大
関
�
７
１
３
１
│

６
５
７
１
（
14
時
以
降
）

童
謡
と
シ
ャ
ン
ソ
ン
の
会

第

一
・
三
�
13
時
、
ア
ミ
ュ
ゼ
柏
。

一
回
千
五
百
円
。
田
中
�
７
１
４

９
│
５
２
８
８

陳
氏
太
極
拳
同
好
会
き
た
柏

毎
�
11
時
、
増
尾
近
セ
体
育
室
。

2

二
千
円
、3

二
千
円
。
川
喜
多

�
７
１
４
７
│
３
４
０
５

俳
句
「
鴫
・
柏
支
部
句
会
」

第
一
�
12
時
、
ア
ミ
ュ
ゼ
柏
。
初

心
者
、
男
性
歓
迎
。3

千
五
百
円
。

荒
木
�
７
１
３
３
│
７
６
３
２

増
尾
美
容
体
操
サ
ー
ク
ル

毎

�
９
時
15
分
と
11
時
、増
尾
近
セ
。

2

千
円
、3

千
円
。
大
倉
�
７
１

７
５
│
８
０
７
１

海
か
し
わ
俳
句
会
　
第
二
�
10

時
、
寺
島
文
化
会
館
。
初
心
者
歓

迎
。3

千
円
。
三
宅
�
７
１
７
３

│
２
８
８
０

ペ
ン
習
字
「
双
葉
会
」

第
一

・
三
�
10
時
、
新
田
原
近
セ
。3

千
円
。
松
田
�
７
１
７
２
│
０
２

７
０社

交
ダ
ン
ス
「
木
曜
会
」

毎

�
19
時
、
中
公
。
初
心
者
可
。
見

学
自
由
。2

千
円
、3

二
千
円
。

染
谷
�
７
１
６
３
│
７
５
９
７

端
唄
・
小
唄
舞
踊
花
扇
会

月

四
回
�
か
�
13
時
、
豊
四
季
台
近

セ
ほ
か
。2

二
千
円
、3

四
千
円
。

清
水
�
７
１
４
３
│
４
３
０
６

バ
レ
エ
ク
ラ
ス
「
プ
リ
エ
」

毎
�
18
時
15
分
、
ア
ミ
ュ
ゼ
柏
。

小
・
中
学
生
。2

五
千
円
、3

五

千
円
。
不
破
�
７
１
６
２
│
２
５

７
７新

田
原
整
体
ヨ
ー
ガ
ク
ラ
ブ

毎
�
11
時
半
、
新
田
原
近
セ
。
女

性
。2

千
円
、3

二
千
七
百
円
。

橋
�
７
１
６
６
│
０
９
９
４

柏
話
し
方
サ
ー
ク
ル
明
話
会

第
一
・
三
�
18
時
半
、
寺
島
文
化

会
館
と
中
公
。2

二
千
円
、3

千

円
。
岡
安
�
７
１
４
５
│
０
４
９

５
フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
「
す
ず
ら

ん
の
会
」

第
二
�
か
第
三
�
10

時
、
豊
四
季
台
近
セ
。3

三
千
五

百
円
。
市
川
�
７
１
４
７
│
２
８

８
６ピ

ュ
ア
ジ
ャ
ズ
ダ
ン
ス

月
四

回
�
10
時
、
ア
ミ
ュ
ゼ
柏
。
女
性
。

経
験
者
歓
迎
。
初
心
者
も
可
。2

二
千
円
、3

四
千
円
。
松
田
�
７

１
４
３
│
１
５
７
７（
19
時
以
降
）

社
交
ダ
ン
ス
「
ド
リ
ー
ム
」

月
四
回
�
15
時
、
酒
井
根
近
セ
。

初
心
者
歓
迎
。2

千
円
、3

三
千

円
。
鐙
（
あ
ぶ
み
）
�
７
１
７
２

│
９
３
４
６

千
代
田
カ
ラ
オ
ケ
愛
好
会

月

三
回
�
17
時
と
19
時
、
千
代
田
近

セ
。
新
旧
歌
謡
。
講
師
指
導
あ
り
。

2

千
円
、3

三
千
円
。
飛
彈
�
７

１
６
７
│
６
４
７
９（
18
時
以
降
）

ウ
ィ
ス
テ
リ
ア
ダ
ン
ス

月
四

回
�
10
時
、
ア
ミ
ュ
ゼ
柏
。
多
少

踊
れ
る
男
性
。2

千
円
、3

二
千

円
。
杉
田
�
７
１
６
４
│
８
９
０

２
（
昼
間
）

高
田
カ
ラ
オ
ケ
愛
好
会
　
月
三

回
�
13
時
、
高
田
近
セ
。
初
心
者

歓
迎
。
講
師
指
導
あ
り
。
新
旧
歌

謡
唱
歌
。2

千
円
、3

三
千
円
。

堀
江
�
７
１
４
３
│
３
６
３
７

田
中
カ
ラ
オ
ケ
愛
好
会

月
三

回
�
19
時
、
田
中
近
セ
。
新
旧
歌

謡
唱
歌
。
初
心
者
歓
迎
。
講
師
指

導
あ
り
。2

千
円
、3

三
千
円
。

渡
辺
�
７
１
３
１
│
０
４
９
０

墨
彩
画
「
柏
芳
会
」

第
四
�

13
時
、
県
プ
ラ
。
初
心
者
歓
迎
。

プ
ロ
指
導
あ
り
。3

二
千
円
。
片

桐
�
７
１
３
１
│
３
８
９
１

７
面
か
ら
続
く

近セ＝近隣センター、中公＝中央公民館、教福＝教育福祉会館、県プラ＝さわやかちば県民プラザ、8＝入会金、9＝月会費、A＝年会費

■児童センターの催し�

端午の節句�

と き�催 し� ところ� 対象� 内容�

※いずれも費用は無料�
申し込み�

4月26日��
午前10時半
～11時半�

豊四季台児
童センター�

幼児と�
保護者、�
先着50組�

4月16日�午前10時から、�
豊四季台児童センター�
（�7144─5363）へ電話で�

5月1日��
午前10時半
～11時半�

光ケ丘児童
センター�

幼児と�
保護者、
先着25組�

4月16日�午後2時から、�
豊四季台児童センター�
（�7144─5363）へ電話で�

4月25日��
午前10時半
～11時半�

永楽台児童
センター�

幼児と�
保護者、�
先着50組�

こいのぼり
の製作、手
遊びなど�

4月16日�午後2時から、�
永楽台児童センター�
（�7163─4050）へ電話で�

おはなし会��

おはなし会��

幼児と�
保護者、�
先着50組�

5月10日��
午前10時半
～11時20分�

豊四季台児
童センター�

絵本の読み
聞かせ、人
形劇など�

当日、会場へ直接�
4月30日��
午後3時半
～4時半�

幼児～�
小学生、
先着200人�

永楽台児童
センター�

スライドな
ど�

豊四季台児童センター �7144─5363、おはなし会�は永楽台児童センター �7163─4050問�

託
児
介
助
員
と
幼
児
教

育
研
究
協
力
員
を
募
集

�
託
児
介
助
員

対
象

市
内
在
住
で
育
児
経

験
の
あ
る
か
た
、
三
人
（
子
ど

も
連
れ
の
勤
務
は
不
可
）

勤
務
場
所

教
育
研
究
所

（
篠
籠
田
）

勤
務
時
間

親
子
幼
児
教
室

開
催
日
の
午
後
１
時
半
〜
４
時

（
計
八
回)

勤
務
内
容

同
教
室
で
の
幼

児
の
介
助

謝
礼

薄
謝

申
し
込
み

４
月
17
日（
水
）

〜
23
日
（
火
）
午
前
９
時
半
〜

午
後
４
時
に
教
育
研
究
所
へ
直

接
※
応
募
者
多
数
の
場
合
は
居

住
地
区
、
養
育
経
験
等
を
考
慮

し
て
選
考

�
幼
児
教
育
研
究
協
力
員

対
象

市
内
在
住
で
育
児
経

験
の
あ
る
か
た
、
三
十
三
人

（
各
小
学
校
区
か
ら
一
人
ず
つ
）

勤
務
場
所

教
育
研
究
所

勤
務
期
間

４
月
〜
来
年
３

月
31
日

勤
務
内
容

幼
児
教
育
に
関

す
る
調
査
と
資
料
収
集
な
ど

謝
礼

薄
謝

申
し
込
み

�
と
同
じ

1

教
育
研
究
所
�
７
１
４
５

│
２
１
１
０

青
少
年
セ
ン
タ
ー
キ
ャ

ン
プ
場
８
月
分
の
利
用

申
し
込
み

利
用
日
数

一
団
体
に
つ
き

一
泊
二
日
ま
で
※
８
月
２
日

（
金
）
〜
４
日
（
日
）
を
除
く

申
し
込
み

５
月
１
日（
水
）

午
前
９
時
〜
９
時
15
分
に
、
青

少
年
セ
ン
タ
ー
（
十
余
二
　
三

一
三
│
九
二
）
へ
直
接
※
応
募

は
一
団
体
一
人
。
応
募
者
多
数

の
場
合
は
抽
選
。
定
員
に
達
し

な
い
場
合
は
、
午
前
９
時
15
分

以
降
、
随
時
申
し
込
み
を
受
け

付
け
ま
す

1

青
少
年
セ
ン
タ
ー
�
７
１

３
１
│
５
８
５
６

児
童
福
祉
施
設
入
所
児

（
者
）
負
担
金
を
助
成

心
身
障
害
児
（
者
）
が
児
童

福
祉
施
設
に
入
所
・
通
園
し
て

い
て
、
保
護
者
が
自
己
負
担
金

を
支
払
っ
て
い
る
場
合
に
、
負

担
金
を
助
成
し
ま
す
。

該
当
す
る
か
た
は
、
平
成
13

年
10
月
〜
14
年
３
月
の
負
担
金

の
領
収
書
、
印
鑑
、
銀
行
の
預

金
通
帳
を
持
っ
て
、
５
月
２
日

（
木
）
ま
で
に
障
害
福
祉
課

（
市
役
所
第
一
庁
舎
二
階
）
へ

直
接
※
申
請
書
は
電
話
で
請
求

可1

障
害
福
祉
課
�
７
１
６
７

―
１
１
３
６

失
語
症
患
者
・
家
族
の

つ
ど
い

と
き

毎
月
第
四
木
曜
日
午

前
10
時
〜
午
後
３
時
（
８
月
・

３
月
を
除
く
）

と
こ
ろ

教
育
福
祉
会
館

対
象

市
内
在
住
で
、
十
八

歳
以
上
の
失
語
症
の
か
た
と
家

族
内
容

集
団
指
導
・
個
別
相

談
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
な
ど

費
用

無
料

申
し
込
み

身
体
障
害
者
福

祉
セ
ン
タ
ー
へ
電
話
か
直
接

1

身
体
障
害
者
福
祉
セ
ン
タ

ー
�
７
１
６
３
│
９
３
５
３

柏
都
市
計
画
公
園
の
変

更
に
つ
い
て
の
原
案
説

明
会

中
原
ふ
れ
あ
い
防
災
公
園
に

つ
い
て
、
都
市
計
画
原
案
の
説

明
会
を
開
催
し
ま
す
。原
案
は
、

説
明
会
で
い
た
だ
い
た
ご
意
見

を
参
考
に
変
更
案
を
作
成
し
、

縦
覧
な
ど
の
手
続
き
を
経
て
正

式
に
都
市
計
画
決
定
さ
れ
ま

す
。と

き

４
月
21
日
（
日
）
午

前
10
時
〜
正
午

と
こ
ろ

中
央
公
民
館

申
し
込
み

当
日
、
会
場
へ

直
接

1

公
園
緑
政
課
�
７
１
６
７

│
１
１
４
８

「
る
っ
く
ふ
ぉ
・
か
し

わ
」
「
柏
も
の
づ
く
り

電
子
プ
ラ
ザ
」
体
験
会

と
き

４
月
25
日（
木
）・
26

日
（
金
）、
５
月
７
日
（
火
）
・

８
日
（
水
）
・
14
日
（
火
）・
15

日
（
水
）
午
前
10
時
〜
午
後
４

時
と
こ
ろ

柏
商
工
会
議
所

（
東
上
町
）

対
象

市
内
の
製
造
業
者
・

事
業
所
な
ど

内
容

事
業
所
な
ど
の
情
報

を
登
録
・
検
索
で
き
る
イ
ン
タ

ー
ネ
ッ
ト
上
の
シ
ス
テ
ム
の
体

験
費
用

無
料

◎
申
し
込
み
方
法
な
ど
、
詳

し
く
は
問
い
合
わ
せ
を

1

柏
商
工
会
議
所
�
７
１
６

２
│
３
３
０
５

こ
ど
も
の
広
場

お
知
ら
せ
�

固定資産税�
都市計画税�

納期限は�
４月30日��
※納税通知書は4月15日
に発送しています。口
座振替のかたは預貯金
残高にご注意ください�

納税通知書については�
資産税課 �7167─1125

問�

※新たに口座振替・自動
払込みをご利用する場
合、引き落とし開始ま
で2カ月程かかります�

その他の内容は�
収納課 �7167─1122

平成14年度�

全期・第1期�



公
民
館
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ

ル
の
参
加
団
体
を
募
集

と
き

９
月
28
日
（
土
）
・

29
日
（
日
）
午
前
９
時
〜
午
後

８
時と

こ
ろ

中
央
公
民
館

対
象

中
央
公
民
館
を
使
用

し
た
こ
と
が
あ
る
か
、
現
在
使

用
し
て
い
る
グ
ル
ー
プ
・
団
体

費
用

無
料

申
し
込
み

往
復
は
が
き
に

「
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
参
加
希
望
」

と
明
記
し
、
サ
ー
ク
ル
名
、
代

表
者
の
住
所
・
氏
名
・
電
話
番

号
、
企
画
内
容
の
簡
単
な
説
明

と
返
信
面
の
あ
て
先
を
書
い

て
、
〒
２
７
７
―
０
０
０
５
柏

五
丁
目
八
―
一
二
　
柏
市
中
央

公
民
館
へ
、
４
月
30
日
（
火
）

ま
で
に
郵
送
で
（
必
着
）
※
応

募
者
多
数
の
場
合
は
選
考

1

中
央
公
民
館
�
７
１
６
４

│
１
８
１
１

市
民
自
主
企
画
講
座
の

応
募
団
体
等
を
募
集

10
月
以
降
に
中
央
公
民
館
で

開
催
す
る
講
座
を
企
画
す
る
団

体
を
募
集
し
ま
す
。

対
象

市
内
の
公
共
施
設
な

ど
で
一
年
以
上
継
続
し
て
学
習

活
動
を
行
っ
て
い
る
五
人
以
上

の
グ
ル
ー
プ
・
団
体

講
座
の
要
件

開
催
回
数
は

五
〜
八
回
。
教
育
・
環
境
・
情

報
化
・
国
際
化
・
福
祉
な
ど
の

現
代
的
な
課
題
や
地
域
の
課
題

を
テ
ー
マ
と
す
る
（
趣
味
や
ハ

ウ
ツ
ー
も
の
は
除
く
）

申
請
用
紙
の
請
求

は
が
き

に
「
市
民
自
主
企
画
講
座
資
料

請
求
」
と
明
記
し
、
サ
ー
ク
ル

名
、
代
表
者
の
住
所
・
氏
名
・

電
話
番
号
を
書
い
て
、
〒
２
７

７
―
０
０
０
５
柏
五
丁
目
八
―

一
二
　
柏
市
中
央
公
民
館
へ
、

５
月
15
日
（
水
）
ま
で
に
郵
送

で
（
必
着
）

1

中
央
公
民
館
�
７
１
６
４

―
１
８
１
１

イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン

セ
ン
タ
ー
の
案
内
・
企

画
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集

か
し
わ
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ

ン
セ
ン
タ
ー（
柏
駅
南
口
そ
ば
）

で
は
、
案
内
と
企
画
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
を
追
加
募
集
し
ま
す
。

▽
案
内
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

受

け
付
け
で
の
案
内
業
務
（
外
国

語
会
話
が
で
き
れ
ば
、な
お
可
）

▽
企
画
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

各

種
マ
ッ
プ
や
メ
ー
ル
マ
ガ
ジ
ン

の
発
行
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
ラ

ジ
オ
番
組
な
ど
の
企
画
・
制

作
。（
パ
ソ
コ
ン
・
イ
ラ
ス
ト

が
得
意
で
あ
れ
ば
、
な
お
可
）

1

か
し
わ
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ

ョ
ン
セ
ン
タ
ー
�
７
１
６
８
│

８
６
８
６

只
見
町
コ
テ
ー
ジ
宿
泊

モ
ニ
タ
ー
を
募
集

柏
市
の
ふ
る
さ
と
交
流
都
市

・
福
島
県
只
見
町
で
は
、「
青

少
年
旅
行
村
・
い
こ
い
の
森
」

の
オ
ー
プ
ン
に
あ
た
り
、
コ
テ

ー
ジ
七
棟
が
新
設
さ
れ
ま
す
。

こ
の
コ
テ
ー
ジ
の
宿
泊
モ
ニ
タ

ー
を
募
集
し
ま
す
。

対
象

市
内
在
住
の
三
〜
五

人
の
家
族
・
グ
ル
ー
プ
、
五
組

内
容

５
月
〜
７
月
の
期

間
、コ
テ
ー
ジ
一
棟
に
宿
泊
し
、

ア
ン
ケ
ー
ト
に
回
答
（
一
泊
分

の
宿
泊
費
・
入
村
料
は
無
料
）

応
募
方
法

は
が
き
に
「
宿

泊
モ
ニ
タ
ー
希
望
」と
明
記
し
、

代
表
者
の
住
所
・
氏
名
・
年
齢

・
電
話
番
号
、
家
族
か
グ
ル
ー

プ
か
の
別
と
人
数
を
書
い
て
、

〒
９
６
８
│
０
４
２
１
福
島
県

南
会
津
郡
只
見
町
　
只
見
町
役

場
産
業
観
光
課
へ
、
４
月
30
日

（
火
）
ま
で
に
郵
送
で
（
当
日

消
印
有
効
）
※
応
募
者
多
数
の

場
合
は
抽
選

1

只
見
町
産
業
観
光
課
�
０

２
４
１
│
82
│
５
２
８
０

身
体
障
害
者
用
自
動
車

改
造
費
助
成
な
ど
の
申

請
先
が
変
更

身
体
障
害
者
の
か
た
が
就
労

な
ど
に
伴
い
自
動
車
運
転
免
許

を
取
得
し
た
り
、
自
動
車
を
改

造
し
た
り
す
る
場
合
の
助
成

は
、
今
年
度
か
ら
千
葉
県
が
行

い
ま
す
。
詳
し
く
は
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
自
動
車
運
転
免
許
取
得
助

成
】対

象

身
体
障
害
者
手
帳
一

〜
四
級
の
か
た

助
成
内
容

免
許
取
得
に
直

接
要
し
た
費
用
の
三
分
の
二
以

内
（
上
限
十
万
円
）

【
身
体
障
害
者
用
自
動
車
改

造
費
助
成
】

対
象

身
体
障
害
者
手
帳
を

持
つ
肢
体
不
自
由
一
・
二
級
の

か
た
（
所
得
制
限
あ
り
）

助
成
内
容

操
向
装
置
・
駆

動
装
置
な
ど
の
改
造
に
要
す
る

経
費
（
上
限
十
万
円
）

1

千
葉
県
障
害
福
祉
課
�
０

４
３
│
２
２
３
│
２
３
０
６

建
築
組
合
連
合
会
柏
支

部
柏
工
会
の
包
丁
研
ぎ

と
き

４
月
21
日
（
日
）
午

前
９
時
〜
午
後
３
時
※
雨
天
決

行
と
こ
ろ

東
急
ス
ト
ア
ー
増

尾
店
（
加
賀
三
丁
目
）

※
売
り
上
げ
は
社
会
福
祉
事

業
に
寄
付
さ
れ
ま
す

1

柏
市
社
会
福
祉
協
議
会
�

７
１
６
３
│
９
０
０
１
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勤
務
内
容

児
童
館
活
動
や

子
育
て
広
場
な
ど
の
運
営
業
務

賃
金
（
時
給
）

�
＝
九
百

十
円
、
�
＝
七
百
九
十
円

申
し
込
み

４
月
17
日（
水
）

〜
19
日
（
金
）
に
、
所
定
の
申

込
用
紙
に
必
要
事
項
を
書
い

て
、
永
楽
台
児
童
セ
ン
タ
ー
へ

直
接
※
申
込
用
紙
は
、
フ
ァ
ク

ス
で
も
入
手
可

1
永
楽
台
児
童
セ
ン
タ
ー
�

７
１
６
３
│
４
０
５
０

医
療
公
社
の
看
護
師

職
種
・
募
集
人
数
　
看
護
師

（
非
常
勤
）
＝
二
人

勤
務
場
所

は
み
ん
ぐ
訪
問

看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

勤
務
時
間

相
談
に
よ
る

賃
金

柏
市
医
療
公
社
の
規

定
に
よ
る（
経
験
に
応
じ
決
定
）

申
し
込
み

写
真
を
は
っ
た

履
歴
書
を
、
〒
２
７
７
│
０
８

２
５
布
施
一
│
三
　
は
み
ん
ぐ

訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
へ
、

４
月
27
日
（
土
）
ま
で
に
郵
送

（
必
着
）
か
直
接

選
考
方
法

面
接

1

は
み
ん
ぐ
訪
問
看
護
ス
テ

ー
シ
ョ
ン
�
７
１
３
４
│
２
１

２
２お

父
さ
ん
の
た
め
の
エ

ア
ロ
ビ
ク
ス
教
室

と
き

５
月
11
日
〜
25
日
の

毎
週
土
曜
日
午
前
10
時
〜
正
午

（
計
三
回
）

と
こ
ろ

保
健
セ
ン
タ
ー
・

市
民
体
育
館

対
象

市
内
在
住
・
在
勤
の

男
性
、
五
十
人

費
用

無
料

申
し
込
み

往
復
は
が
き
に

「
お
父
さ
ん
の
た
め
の
エ
ア
ロ

ビ
ク
ス
教
室
希
望
」と
明
記
し
、

住
所
・
氏
名
・
年
齢
・
電
話
番

号
と
返
信
面
の
あ
て
先
を
書
い

て
、
〒
２
７
７
│
８
５
０
５
　

柏
市
役
所
体
育
課
へ
、
４
月
30

日
（
火
）
ま
で
に
郵
送
で
（
必

着
）
※
応
募
者
多
数
の
場
合
は

抽
選

1

体
育
課
�
７
１
６
７
│
１

５
３
６

【
お
わ
び
と
訂
正
】

本
紙
４
月
１
日
号
第
一
面
平

成
14
年
３
月
１
日
現
在
の
人
口

が
「333,001

人
」
と
あ
る
の

は
「330,001

人
」
の
誤
り
で

し
た
。
ま
た
、「
一
般
会
計
当

初
予
算
の
内
訳
」
の
グ
ラ
フ
で

単
位
が
「
円
」
と
な
っ
て
い
る

の
は
「
万
円
」
の
誤
り
で
し
た
。

お
わ
び
し
て
訂
正
し
ま
す
。

施 設 名�

柏洋スイマーズ柏�
（富里2丁目1・�7173－0450）�

柏洋スイマーズ梅郷�
（野田市山崎1838・�7123－0450）�

東武スポーツクラブかしわ�
　新柏1丁目1522－8�
　�7164－5353

東武スポーツクラブとよしき�
（豊四季156・�7147－3114）�

開 場 時 間�

�･�･� 正午～午後2時�
� 午前11時～午後1時�
� 午後1時～4時�
�～� 正午～午後2時�
� 午後1時～4時�
�～� 午前11時～午後1時 

・午後6時～10時�
� 午前11時～午後1時・�
 午後6時～9時�

�・� 正午～午後6時�
�～� 午前11時～午後1時
　　　 ・午後6時半～10時�
� 午前11時～午後1時・　 
　 午後6時半～9時�
�・� 午前10時～午後6時�

�･� 午前9時～11時�

サンスポーツ21柏�
　中央2丁目1－1�
　�7163－3021

隔週� 午前10時～午後1時�
　　 　（事前に確認を）�

利用料金�

1,050円�

1,050円�

1,050円�

1,020円�

1,020円�

 1,000円�
幼児～小学
生は 500円�

対 象�

市内在住で�
55歳以上のかた�

市内在住で�
55歳以上のかた�

市内在住で�
55歳以上のかた�

市内在住で�
55歳以上のかた�

市内在住で�
18歳以上のかた�

市内在住のかた
※幼児は保護者
同伴�

オークスベストコンディションクラブ柏�
（松ケ崎433・�7133－5835）�

（� ）�

（� ）�
来年3月31日までの各施設の指定日�
室内プール（フィットネスジム等の利用はできません）�
利用前に各施設へ予約し、市が発行するスポーツ施設利用者登録証を持
って各施設へ行き、利用料金を支払ってください�
利用施設の管理者・監視員の指示や施設の規定に必ず従ってください�

開放期間 �
利用施設�
申し込み �
�
注　　意�

温水プ－ルが使えます�健康増進
�
体力増強

�

体育課 �7167─1536問�

酒
井
根
ダ
ン
ス
同
好
会

月
四

回
�
19
時
20
分
、
光
ケ
丘
近
セ
。

多
少
踊
れ
る
か
た
。2

二
千
円
、

3

三
千
円
。
山
口
�
７
１
７
４
│

５
１
２
７

四
ツ
葉
ク
ラ
ブ

毎
�
19
時
15

分
、
柏
の
葉
公
園
体
育
館
。
ス
ト

レ
ッ
チ
体
操
と
ヘ
ル
ス
バ
レ
ー
ボ

ー
ル
。2

千
円
、3

二
千
円
。
斎

藤
�
７
１
３
２
│
４
１
４
９

つ
く
し
ん
ぼ
カ
ラ
オ
ケ
同
好
会

月
三
回
�
15
時
、
つ
く
し
が
丘
青

年
館
。
新
旧
歌
謡
。
講
師
指
導
あ

り
。2

千
円
、3

三
千
円
。
腰
川

�
７
１
７
２
│
７
１
２
３

柏
合
奏
サ
ー
ク
ル

月
二
回
�

13
時
半
、
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー

（
豊
住
）。
楽
器
は
不
問
。2

千
円
、

3

二
千
五
百
円
。
竹
中
�
７
１
４

８
│
７
１
４
０

新
田
原
美
容
体
操
サ
ー
ク
ル

第
一
・
三
�
13
時
と
第
二
・
四
�

９
時
20
分
、
新
田
原
近
セ
。2

千

円
、3

千
五
百
円
。
沼
澤
�
７
１

６
３
│
３
６
８
６

裏
千
家
茶
道

月
二
回
�
９
時

か
12
時
、
高
田
近
セ
。
初
心
者
歓

迎
。2

千
五
百
円
、3

二
千
五
百

円
。
小
泉
�
７
１
４
６
│
７
６
４

１
社
交
ダ
ン
ス
「
パ
シ
ヨ
ン
」

月
四
回
�
12
時
、
光
ケ
丘
近
セ
。

男
性
プ
ロ
講
師
。
見
学
可
。2

二

千
円
、3

三
千
円
。
渡
辺
�
７
１

７
４
│
２
０
６
２

ク
ラ
フ
ト
「
ね
む
の
木
」

第

一
・
三
�
９
時
半
、
南
部
近
セ
。

初
心
者
。
無
料
体
験
あ
り
。3

二

千
五
百
円
（
染
色
代
込
み
）。
前

山
�
７
１
７
５
│
０
９
８
７

ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
柏
２
団

月

二
回
�
10
時
、
柏
ふ
る
さ
と
公
園

ほ
か
。
幼
稚
園
年
長
児
以
上
。3

二
千
円
。
北
村
�
７
１
３
３
│
５

０
５
８

Ｋ
Ａ
ペ
ン
習
字

第
一
・
三
�

10
時
、
寺
島
文
化
会
館
。2

千
円
、

3

二
千
円
。
高
林
�
７
１
６
７
│

０
３
９
３

女
声
合
唱
団
ロ
ワ
ジ
ー
ル

月

二
〜
三
回
�
13
時
15
分
、
県
プ
ラ

ほ
か
。2

千
円
、3

三
千
円
。
加

藤
�
７
１
３
９
│
１
６
２
１

柏
マ
ン
ド
リ
ン
ク
ラ
ブ

第
一

〜
四
�
10
時
、
寺
島
文
化
会
館
。

経
験
者
歓
迎
。2

千
円
、3

三
千

円
。
作
山
�
７
１
４
７
│
９
７
２

４
老
若
男
女
の
健
康
体
操
「
柏
真

向
会
」

第
一
・
三
�
10
時
、
中

公
。
見
学
・
体
験
自
由
。2

千
五

百
円
、3

千
五
百
円
。
長
谷
部
�

７
１
３
２
│
２
１
７
２

卓
球
「
わ
か
ば
会
」

毎
�
18

時
、
柏
二
小
と
毎
�
・
祝
日
11
時
、

豊
四
季
中
。2

千
円
、3

千
円
。

染
谷
�
７
１
４
４
│
８
０
５
１

（
午
前
中
）

社
交
ダ
ン
ス
「
舞
夢
柏
」

毎

�
13
時
、
ア
ミ
ュ
ゼ
柏
。
ペ
ア
か

男
性
。3

二
千
円
。
杉
田
�
７
１

６
６
│
６
０
４
４

社
交
ダ
ン
ス
「
ア
カ
シ
ヤ
会
」

毎
�
10
時
、
豊
四
季
台
近
セ
ほ
か
。

2

千
円
、3

千
五
百
円
。
滝
本
�

７
１
６
６
│
０
７
５
０
（
17
時
以

降
）卓

球
「
ス
マ
ッ
シ
ュ
ク
ラ
ブ
」

第
一
・
三
�
９
時
と
第
二
・
第
四

�
13
時
、
新
田
原
近
セ
。
女
性
。

2

千
円
、3

千
二
百
五
十
円
。
成

瀬
�
７
１
７
４
│
９
５
５
０

英
会
話
「
ロ
ン
ド
ン
ト
ー
ク
」

毎
�
・
�
12
時
、
根
戸
近
セ
と
ア

ミ
ュ
ゼ
柏
。
三
歳
以
上
。
講
師
は

英
国
人
。2

五
千
円
、3

五
千
円
。

水
谷
�
７
１
３
４
│
８
３
６
２

合
気
道
研
修
館
　
毎
�
18
時

半
、
田
中
中
体
育
館
。
初
心
者
歓

迎
。2

二
千
円
、3

千
五
百
円
。

五
上
�
７
１
６
４
│
０
５
０
８

卓
球
「
グ
リ
ー
ン
・
レ
デ
ィ
ー

ス
」

毎
�
９
時
、
田
中
近
セ
。

2

千
円
、3

千
五
百
円
。
茂
田
�

７
１
３
２
│
６
６
７
５

楽
し
い
絵
手
紙
と
ペ
ン
習
字

第
二
・
四
�
10
時
、
豊
四
季
台
近

セ
。
初
心
者
歓
迎
。2

千
五
百
円
、

3

千
五
百
円
。
石
田
�
７
１
４
５

│
１
６
５
８

社
交
ダ
ン
ス
「
マ
ツ
バ
ダ
ン
ス

同
好
会
」

月
四
回
�
19
時
、
松

葉
近
セ
。
基
本
か
ら
。2

千
円
、

3

三
千
円
。
立
川
�
７
１
３
３
│

２
７
５
２

◎
日
時
・
場
所
は
予
定
で
す

ス
ポ
ー
ツ

時
間
外
保
育
士

勤
務
場
所
・
募
集
人
数

旭

町
保
育
園
・
桜
台
保
育
園
・
田

中
保
育
園
、
各
一
人

勤
務
時
間

月
〜
金
曜
日
午

前
７
時
〜
９
時
半
・
午
後
４
時

半
〜
７
時
、
土
曜
日
午
前
７
時

〜
８
時
半
・
正
午
〜
午
後
７
時

（
交
代
制
）

賃
金
（
時
給
）

有
資
格
者

＝
九
百
十
円
・
無
資
格
者
＝
八

百
七
十
円
※
交
通
費
は
別
途
支

給
申
し
込
み

写
真
を
は
っ
た

履
歴
書
・
印
鑑
・
資
格
証
明
書

の
写
し
（
あ
る
か
た
だ
け
）
を

持
っ
て
、
４
月
22
日
（
月
）
ま

で
に
希
望
す
る
保
育
園
へ
直
接

そ
の
他

子
育
て
経
験
・
専

門
知
識
の
あ
る
か
た
を
優
遇

1
旭
町
保
育
園
�
７
１
４
３

│
８
２
４
０
・
桜
台
保
育
園
�

７
１
６
７
│
５
９
２
４
・
田
中

保
育
園
�
７
１
３
３
│
３
７
３

１
児
童
セ
ン
タ
ー
の
臨
時

職
員

対
象
・
募
集
人
数

�
保
育

士
・
児
童
指
導
員
・
教
員
の
資

格
が
あ
る
か
た
、
二
人
�
事
務

補
助
員
（
パ
ソ
コ
ン
が
使
え
る

か
た
）、
一
人

勤
務
場
所

光
ケ
丘
・
永
楽

台
・
豊
四
季
台
の
各
児
童
セ
ン

タ
ー勤

務
時
間

土
・
日
曜
日
を

含
む
週
二
〜
三
日
午
前
９
時
〜

午
後
５
時
・
午
後
１
時
〜
５
時

（
勤
務
日
・
時
間
は
不
定
。
�

は
宿
泊
も
あ
り
）

求
 
人
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３
月
13
日
、
代
々
木
第
二
体
育
館

で
行
わ
れ
た
女
子
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー

ル
Ｗ
リ
ー
グ
プ
レ
ー
オ
フ
第
五
戦
で

宿
敵
シ
ャ
ン
ソ
ン
化
粧
品
を
破
り
、

ジ
ャ
パ
ン
エ
ナ
ジ
ー
Ｊ
Ｏ
Ｍ
Ｏ
サ
ン

フ
ラ
ワ
ー
ズ
が
優
勝
を
果
た
し
た
。

１
月
の
全
日
本
総
合
選
手
権
（
皇
后

杯
）
と
合
わ
せ
て
、
二
年
連
続
二
冠

の
偉
業
だ
。
川
上
さ
ん
は
市
内
に
本

拠
地
が
あ
る
こ
の
チ
ー
ム
の
キ
ャ
プ

テ
ン
を
務
め
る
。

小
学
生
の
こ
ろ
は
地
元
の
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
チ
ー
ム
に
入
っ
て
い
た
。
体

を
動
か
す
こ
と
な
ら
、
群
を
抜
い
て

い
た
。目
立
つ
存
在
だ
っ
た
彼
女
は
、

中
学
入
学
と
同
時
に
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ

ー
ル
部
の
顧
問
に
誘
わ
れ
、
家
族
会

議
の
結
果
、
バ
ス
ケ
部
に
。「
や
り

た
い
も
の
も
な
か
っ
た
し
…
。
親
が

決
め
た
こ
と
は
何
で
も
聞
く
よ
う
な

子
ど
も
で
し
た
ね
」
と
笑
う
。

キ
ャ
プ
テ
ン
と
い
う
立
場
上
、
と

き
に
は
声
を
張
り
上
げ
て
注
意
し
た

り
す
る
こ
と
も
求
め
ら
れ
る
が
、
激

し
く
叱
っ
た
り
す
る
の
は
苦
手
だ
。

「
や
ら
な
き
ゃ
な
ら
な
い
の
は
わ
か

っ
て
い
る
ん
で
す
け
ど
」
と
少
し
困

っ
た
表
情
を
見
せ
た
。
グ
イ
グ
イ
引

っ
張
っ
て
い
く
タ
イ
プ
で
は
な
い
か

も
し
れ
な
い
。
で
も
、
バ
ス
ケ
ッ
ト

ボ
ー
ル
に
対
す
る
真
摯
（
し
）
な
姿

勢
が
周
り
と
の
信
頼
関
係
を
築
い

た
。追

わ
れ
る
立
場
の
今
期
、
今
ま
で

と
は
比
べ
物
に
な
ら
な
い
ほ
ど
の
プ

レ
ッ
シ
ャ
ー
の
中
、
チ
ー
ム
は
苦
し

ん
で
い
た
。
一
勝
二
敗
で
後
が
な
く

な
っ
た
プ
レ
ー
オ
フ
第
四
戦
の
試
合

前
、「
自
分
を
信
じ
て
、
み
ん
な
を

信
じ
て
」
と
い
う
手
紙
を
チ
ー
ム
全

員
に
渡
し
た
。
結
果
、
第
四
戦
・
五

戦
を
も
の
に
し
て
逆
転
優
勝
を
飾
っ

た
。「
あ
の
手
紙
が
役
に
立
っ
た
か

ど
う
か
。
で
も
、
渡
し
て
よ
か
っ
た

と
思
い
ま
す
」

柔
ら
か
な
口
調
か
ら
は
、
勝
負
へ

の
執
念
や
競
技
者
と
し
て
の
厳
し
さ

は
感
じ
ら
れ
な
い
。コ
ー
ト
に
立
ち
、

彼
女
の
モ
ー
ド
が
切
り
換
わ
っ
た
と

き
、「
宿
敵
シ
ャ
ン
ソ
ン
」
が
果
た

し
た
Ｗ
リ
ー
グ
十
連
覇
を
打
ち
破
る

強
力
な
推
進
力
が
生
ま
れ
る
。

宮
崎
県
出
身
。
光
ケ
丘
在
住
。
二

十
七
歳

2年連続2冠サンフラワーズのキャプテン
かわ　かみ　　　 か　　 ほ　　り
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自分を信じて、みんなを信じて

�

街�の�街�の�

川上　香穂里さん

巨
人
×
阪
神
伝
統
の
一
戦
に
花

市
柏
吹
奏
楽
部
が
開
幕
戦
で
演
奏

3月30日、東京ドームで行われた巨人×阪神戦のオ
ープニングセレモニーで市立柏高校吹奏楽部が全国
1位の演奏を披露しました。両チームの監督にとっ
てのデビュー戦となる話題のカードだけに球場は超
満員。また、それぞれのチームを表す読売の「Ｙ」
とジャイアンツの「Ｇ」（写真）、阪神の「Ｈ」とタ
イガースの「Ｔ」の文字をかたどった人文字を作っ
て演奏するなど、こった演出も施され、試合開始を
待ちわびた観客も惜しみない拍手を送っていました。

地元のプロの演奏をバックに幼児から高
齢者まで100人が出演した市民手作りのミ
ュージカル「はらぺこあおむし」が3月30
日、豊四季台近隣センター体育館で上演さ
れました。集まった300人の観客を前に、
2カ月の練習の成果を披露。出演者の中に
は、「これはくせになりそう」と新たな楽
しみを見つけた人も。

毎年恒例のさくらまつりが4月6日・7日の2日
間、あけぼの山公園で開かれました。今年は記録
的な早咲きで桜の花はほとんど見られませんでし
たが、好天に恵まれた初日は、ぽかぽか陽気に誘
われた大勢の人でにぎわいました。また、お隣の
あけぼの山農業公園では、
フェスティバルを翌週に
控え、早くもチューリッ
プが満開。訪れた人は少
し早めのメルヘンの世界
を満喫していました。

汗ばむほどの陽気に包まれた3月30
日、柏駅東口で忍者ごっこと題したウ
ォークラリーが行われました。この催
しは、柏子ども劇場がガーディアンエ
ンジェルスや中学生ボランティアの協
力で行ったもので、ちびっこ忍者約800
人が参加しました。指を組んで呪文を
唱える表情は真剣そのもの。忍法はう
まくかけられたかな。

花
は
散
っ
て
し
ま
っ
た
け
れ
ど

あ
け
ぼ
の
山
で
さ
く
ら
ま
つ
り

ちびっこ忍者見参！
柏駅前でウォークラリー 市民手作りのミュージカルを

豊四季台で発表会

ポジションはガード。チームの司令塔
的存在だ（プレーオフ第5戦から）

文字が翻り舞う布文字でかかれた木々の
中の人の字。森林浴でもしているかのよう
に人と自然とが一体になっている開放感あ
ふれる作品。

市立砂川美術工芸館 柏市柏260 �7164-6413

人の字

「芹沢7介四季の彩り」
5月19日�まで

※休館日は毎週月曜日（月曜日が祝日の場合は、
その翌日）


